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TX-L55 

TX-L55V 

BASE-L55 

(本体部) 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口 _修理窓口のご案内ととも 
に大切に保管してください。 
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主な特長 


■細部まで表現するディスクリート • アウトプット • デジタルアンプ 
■あらゆるサラウンドフォーマットに対応 

■小音量で聴いてもノイズの少ない再生が可能な「オプティマム • ゲイン • ボリューム」 
■正確なデジタルパルス変換のための大型電源トランス 
■外来ノイズから信号を守るアルミパネル 

■高速かつ高精度演算処理が可能なシーラス • □ジッタ社製 DSP チップ 
■高精度なアナログ変換を実現する 96 kHz /24 bit D/A コンバーター 

■接続されたスピーカーを自動で検出することで、より簡単な初期設定ができるスピーカー 
ディテクト機能 

■サブウーファーで再生する周波数の上限を設定できるクロスオーバー • アジヤストメント 
■コンポジット / S 映像信号を D 0 央像にて出力できるビデオアップコンバーター（録音用出力には未 
対応） 

■よりナチュラルな音声再生を実現するシネマ • フィルター回路 
■ LFE チャンネルを持たないアナ□グ信号などの低音信号を高めるダブル • バス回路 
■ ドルビーデジタルなどの 5. 1 ch 音声信号をフロントスピーカーだけで再生する際に音質の劣化 
を防ぐノン • スケーリング • コンフィグレーション 
■ ユニノ（ーサルプレーヤーとの接続も可能なマルチチャンネル入力端子 
■コンポジット • S 映像入出力端子はもちろん、 D 4 映像入出力端子（入力2/出力 1) を装備 
■入力からスピーカー出力まで最短経路で伝送し、信号の劣化を抑えるソース • ダイレクトモード 
■5 パターンのオリジナルサラウンドモード （ Orchest 「 a / Unplugged / Studio - Mix/TV Logic / 
All Ch Stereo ) 

■ワイドバンド対応 FM チューナー 

■他機の操作を可能にするプリプログラムド • リモコン 

■多機器との連動が可能な 「 RI - EX 」 対応 


* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 

“ Dolby ”、 “ドルビー”、“ Pro Logic ” およびダブル D 記号は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 

** 本機は、デジタル • シアター • システムズ社からのライセンスに基づき製造されています。 

“ DTS ”、" DTS-ES Extended Surround ” および “ Neo : 6”は、デジタル • シアター • システムズ社の商標です 0 


AAC パテントマーキング 

Pat.5, 848,3915,291,557 5,451,9545 400 433 5,222,189 5,357,594 5 752 225 
5,394,473 5,583,962 5,274,740 5.633.981 5 297 236 4,914,701 5,235.671 
07/640,550 5,579,430 〇 8/678,666 98/03037 97/02875 97/02874 98/03036 
5,227,788 5,285,498 5,481,614 5.592.584 5,781,888 08/039,478 08/211,547 
5,703,999 08/557,046 〇 8/894,844 5,299,238 5.299.239 5,299,240 5,197,087 
5,490,170 5,264,846 5,268,685 5,375,189 5,581,654 5,548,574 5,717,821 

カタログおよび包装箱などに表示されている型名の最後にあるアルフアベットは、製品の色を表す記号です。 
色は異なっても操作方法は同じです。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 

お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 



絵表示の例 

A △記号は注意(警告を含む)を促す内容があ 
ることを告げるものです。図の中に具体的 
な注意内容(左図の場合は感電注意)が描か 
れています。 

0記号は禁止の行為であることを告げるも 
のです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)が描かれています0 




〇 


•記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左上図の 
場合は電源プラグをコンセントから抜いて 
ください)が描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


A 齡 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


•万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災 • 感電 
の原因となります。すぐに本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

煙が出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■ 絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



•本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い部分があり、感 
電の原因となります。内部の点検 • 整備 • 修理は販売店に依頼してください。 

•本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V 以外の電圧で使用しない 


0 


•本機を使用できるのは日本国内のみです。 

•表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の電圧や船舶などの直流 (DC) 電源には絶対 
に接続しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 放熱を妨げない 

0 


•本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因と 
なることがあります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔があけてあります。 
次の点に気をつけてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を、専用ラック以外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使用しない 
でください。 

•テーブルクロスをかけたり、じゆうたん、ふとんの上に置いて使用しないでください。 

•本機を設置する場合は、壁から 20cm 以上の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ために、他の機器との間は、少し離して置いてください。ラックなどに入れるときは、機器 
の天面、横から 20cm 以上、背面から 10cm 以上のすきまをあけてください。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


■ 水のかかるところに置かない- 

參風呂場では使用しないでください。火災 • 感電の原因となります。 

水場での 
使用禁止 

0 水ぬれ•本機は屋内専用に設計されています。ぬらさないようにご注意ください。内部に水が入る 
^ と、火災•感電の原因となります。 



■ 水の入った容器を置かない 


0 


•本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


0 


•本機の通風孔などから金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落とし込んだりしないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 


■ 中に水や異物が入ったら 


A 愈 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


•万一、 本機の内部に水や異物が入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントから抜 
いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない- 

•電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など） p 及売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災 • 感電の原因となります。 

•電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならないようにしてくださ 
し)。コードに傷がついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと 
により、それに気付かず、重い物をのせてしまうことがありますのでご注意ください。 
•電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでください。コードが破損して、火災•感電の原因となります。 


A 

0 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A 愈 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


•万一、 誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、そのまま使用しな 
いでください。火災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントから抜き、必ず販売 
店にご相談ください。 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない 



•雷が鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグには触れないでください。感電の原因となりま 
す0 


■ 乾電池を充電しない 


0 


•乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液もれにより、火災、けがの原因となりま 
す0 


5 












オーディオ機器の正しい使いかた 


王思 


■ 設置上の注意 

0 


•強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあります。 

•本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、け 
がの原因となることがあります。 

•本機の上に1 Okg 以上の重い物や外枠からはみ出るような大きなものを置かないでくださ 
し)。バランスがくずれて倒れたり落下して、けがの原因となることがあります。 


■ 次のような場所に置かない 


0 


•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることがあります。 

•湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災 • 感電の原因となることがあります。 


■ 接続について 

A 


•本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定以外のコードを使用したりコードを延長したりすると、発 
熱し、やけどの原因となることがあります。 


■ 使用上の注意 

0 


•電源を入れたときは音量（ボリューム）に注意してください。過大入力でスピーカーを破損 
したり、突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。 

•長時間音が歪んだ状態で使わないでください。アンプ、スピーカー等が発熱し、火災の原因 
となることがあります。 

•ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないようにご注意ください。耳を刺激す 
るような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあります。 

•本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様にはご注意ください。倒れ 
たり、こわれたりして、けがの原因となることがあります。 

•キャッシュカード、フロッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけないでくださ 
し、。磁気の影響で製品が使えなくなったり、データが消失することがあります。 


■ 電源コード、電源プラグの注意 


0 


•電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて、火災•感電の原因と 
なることがあります。 

•ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 
•電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、火災- 
感電の原因となることがあります。必ずブラグを持って抜いてください。 

•電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の原因となることがありま 
す0 


愈 

霪源プラグをコンセント 
から抜いてください 


•旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。火災の原因となることがあります。 

•移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、機器間の接続コードなど外部の 
接続コードを外してから行ってください。コードが傷つき、火災•感電の原因となることが 
あります。 


■ 電池について 

A 


•電池をリモコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナスーの向き）に注意し、表示 
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液もれにより、火災、けがや周囲を汚損す 
る原因となることがあります。 


0 


•指定以外の電池は使用しないでください。また、新しし電池と古い電池を混ぜて使用しない 
でください。電池の破裂、液もれにより火災、けがや周囲の汚損の原因となることがありま 
す0 

•電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、火災、けがの原因となることがあります。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


■ スピーカーコードについて 


0 


•スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでくださ 
し)。火災•感電の原因となることがあります。 


■ 点検 • 工事について 




•お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。感電の原 
因となることがあります。 


鼋源プラグをコンセント 
から抜いてください 


A 


•使用環境にもよりますが、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧めします。もよりの販売 
店にご相談ください。 

本機の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることが 
あります。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除、点検費 
用等についても販売店にご相談ください。 

•電源プラグにほこりがたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことが知られていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前が効果的です。 
•アンテナエ事には技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。 

•屋外アンテナは送配電線から離れた場所に設置してください。アンテナが倒れた場合、感電 
の原因となることがあります。 


0 


•シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装がはげたり変 
形することがあります。 



•表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き取ったあと、乾いた布で 
拭いてください。 

化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどをお読みください。 
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付属品を確認する 


■付属品 

ご使用の前に次の付属品がそろっていることをお確かめください。 
〔〕内の数字は数量を表しています。 



リモコン (RC-577S) …⑴ 
乾電池(単三形、 R6) …〔2〕 



スピーカーコード用 
ラベル…〔1〕 



FM 室内アンテナ…〔1〕 


取扱説明書…本書〔1〕 
保証書…〔1〕 

オンキヨーご相談窓口 • 
修理窓口のご案内…〔1〕 


u モコンを準備する 


リモコンを使う 


1. カバーを矢印の方向にずらして開ける 



2. 中の極性表示にしたがって、付属の乾電池2個を+ 
(プラス)と一(マイナス)を間違えないように入れる 



3.カパーを戻す 



ご注意 

V- 

• 種類の異なる電池や、新しい電池と古い電池を混用しないで 
ください。 

• 長期間リモコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐた 
めに電池を取り出しておいてください。 

• 寿命がなくなった電池を入れたままにしておきますと腐食に 
よりリモコンをいためることがあります。リモコン操作の反 
応が悪くなったときは、古い電池を取り出して2本とも新し 
い電池と交換してください。 

• 使用頻度にもよりますが、付属の電池の寿命は約6 力 月で 
す。電池の交換時には、単3形をご使用ください。 


リモコンを本機のリモコン受光部に向けて使用してくださ 
し、。リモコンからの信号を受信すると、本機の STANDBY 
インジケーターが点灯します。 

スタンパイ 

STANDBY リモコン受光部 



ご注意 

•リモコン受光部に日光やインノ夕一蛍光灯などの強い光を 
直接当てると正しく動作しないことがあります。 

• 赤外線を使った機器の近くで使用したり、他のリモコンを併 
用すると誤動作の原因となります。 

• リモコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタン 
が押し続けられた状態になり、電池が消耗してしまうことが 
あります。 

• 才ーデイオラックのドアに色付きガラスを使っていると、リ 
モコンが正常に機能しないことがあります。 

• リモコンとリモコン受光部の間に障害物があると操作できま 
せん。 


8 





































本体、リモコンポタンの名前と働き 


前面パネル 


詳しい説明は〔〕内のページをご覧ください。 



① STANDBY / 〇 NJtt タン〔27〕 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 

② STANDBY インジケーター〔27〕 

スタンノ（イ状態のときやリモコンからの信号を受信する 
と点灯します。 

(3) LISTENING ポタンおよびインジケーター 
〔36〕 

リスニングモードを選びます。 

④ INPUTS / ►ポタンおよびインジケーター 
〔32、36〕 

再生する機器を選びます。 

⑤ MASTER VOLUME つまみ〔32〕 

音量を調整します。 

音量は基本的に Min • 1 • 2. • _78 • 79 ■ Max の範囲 
で調整できます。 


⑥ PH 0 NES 5 耑子〔33〕 

標準プラグのステレオへッドホンを接続する端子です。 

⑦ DISPLAY ポタン〔44〕 

表示部の情報を切り換えます。 

⑧ リモコン受光部〔8〕 

リモコンからの信号を受信します。 

⑨ TUNING ^/ ►ポタン〔34〕 

ラジオの周波数を合わせます。 

⑩ TONE 十/ーポタン〔52〕 

低音、高音を調整するときに使用します。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


表示部 


メモ! J _ 

MEMORY 表示 

FM の放送局を登録する 
ときに点灯します。 


ステレオ 

FM STEREO 表示 

FM ステレオ放送を受信して 
いるときに点灯します。 


オート 

AUTO 表示 

FM ステレオ放送を受信するオート 
モードのとき点 CT します。 


► 表爪 

FM 放送の受信状態 
を表示します。 



入カソースと音量を表示します。 

DISPLAY ボタンを押すと、入力 
されている信号のフオーマツトや 
リスニングモードを表示します。 


ミューティングが働いて スリ_プタイマーが設定され 

いるときに点滅します。 ているときに点灯します。 


デジタル入力信号フォーマット/リスニングモード表示 

入力されているデジタル信号の種類およびリスニングモードを表示します。 

入力されている信号フォーマツトの表示 リスニングモード表示 


表示 

リスニングモード 

DIRECT 

Direct 

STEREO 

Stereo 

□□ PRO LOGIC II 

PL II Movie/Music/Game 

PL llx Movie/Music/Game 

dts Neo:6 

Neo:6 Cinema/Music 

Fmdts Neo:6 

DTS + Neo:6 

□□ DIGITAL 

Dolby Digital 

□□DIGITAL □□ EX 

Dolby Digital EX 

p^~rn 

DTS ， DTS96/24 


DTS-ES 

cam ex 

DTS + Dolby EX 

AAC 

AAC 

AAC □□ EX 

AAC + Dolby EX 

DSP 

MONO 以外のオンキヨー独自の DSP 


表示 

フォーマット 

□□ DIGITAL 

Dolby Digital 

Fm 

DTS 

DIGITAL 

PCM 

AAC 

AAC 

rml^si 

DTS-ES 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


後面パネル 



付属の FM 室内アンテナまたは、 FM 屋外アンテナを接 オーディオ用ビンコードを使って BS チューナーなどの 

続する端子です。 映像機器や再生機器の音声出力端子と接続します。 


デジタル インプットオプティカル 

© DIGITAL INPUT OPT 1/2/35 耑子 
〔 19 〜 21 、 23 〕 

デジタル音声の入力端子。光デジタルケーブルを使ってデ 
ジタル再生機器のデジタル音声出力端子と接続します。 


© AUDIO VIDEO 1 IN/OUT 端子〔 21 、 22 、 24 〕 

オーディオ用ビンコードを使ってビデオデッキなどの録 
画機器や MD レコーダーなどの録音機器の音声入出力端 
子と接続します。 


(3) D4 VIDEO INPUT1/2 端子〔 19 、 21 、 22 〕 

接続した機器から D 映像を入力する端子。 

D 映像ケーブルを使って映像機器の映像出力端子と接続 
します。 

S 映像より良い画質が得られます。 

④ FRONT SPEAKERS5 耑子〔 15 〕 

フロントスピーカーを接続します。 

⑤ SPEAKERS5 耑子〔 15 〕 

センター、サラウンド、サラウンドノ（ックスピーカーを接続 
します。 


⑫ AUDIO TV IN 端子〔 19 〕 

オーディオ用ビンコードを使ってテレビなどの音声出力 
端子と接続します。 

⑬ DVD MULTI CH IN 端子〔 20 〕 

オーディオ用ビンコードを使って DVD プレーヤーのア 
ナログ音声出力端子と接続します。 

アナログ 5. 1 ch 音声出力端子のある DVD プレーヤーな 
ども接続できます。 

⑭ VIDEO 2 IN 端子〔 22 〕 

映像ケーブルを使って BS チューナーなどの映像出力端 
子と接続します。 


⑥電源コード〔 27 〕 

© Rl REMOTE CONTROLS 耑子〔 25 、 26 〕 

端子付きオンキヨー製品と接続し、連動させる端子。 
RI ケープ)レの接続だけでは連動しません。 

オーディオ用ビンコードも正しく接続してください。 

⑧ SUB WOOFER PRE duT5 耑子〔 15 〕 

アンプ内蔵のサブウーファーを接続します。 

⑨ AtlDfo 才 AUX— 尚端子〔 23 、 24 〕 

オーディオ用ビンコードを使って CD プレーヤーなどの 
音声出力端子と接続します。 


⑮ VIDEO 1 IN/OUT 端子〔 21 、 22 〕 

映像ケーブ J レを使ってビデオデッキなどの録画機器の映 
像入出力端子と接続します。 

⑯ DVD IN 端子〔 19 〕 

映像ケーブ J レを使って DVD プレーヤーの映像出力端子 
と接続します。 

⑰ MONITOR 0UT5 耑子〔 18 〕 

D4 VIDEO : 

本機から D 映像を出力する端子。 D 映像ケーブルを使っ 
て接続します。 S 映像より良い画質が得られます。 

V (ビデオ） /S (S ビデオ）端子： 

接続した映像機器の映像を本機を通してテレビなどのモ 
ニ ターに 映します。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


ジモコン (RC-S77S) 


アンプ 


冶 MP モート‘ (本機を操作するとき) 詳しい説明は〔〕内のページをご覧ください。 


本機を操作する前に、 AMP ポタンを押してください。 

ON ポタン〔27〕 

本機の電源を入れます0 


TONE+/— ポタン〔52〕 

低音、局音 ( Bass 、 Treble ) を調整します, 


INPUT SELECTOR ポタン 

再生するソースを選びます。 

▲/▼/</► ENTER ポタン 

設定中に上下左右に押して項目 
を選択します。中央を押すと、 
選択した項目を確定します。 


ディマー 

DIMMER ポタン〔33〕 

表示部の明るさを切り換えます。 


チヤンネル 

CH+/— ポタン〔35〕 

プリセツト番号を選択します。 


RETURN ポタン 

設定中に、表示部を1つ前の 
表爪に民します。 


ディスプレイ 

DISPLAY ポタン〔44、49〕 

表示部の表示を切り換えます。 

—オーディオ設定ポタン 



リモートインジケーター〔54〕 


スタンパイ 

STANDBY ポタン〔27〕 

本機をスタンノ（イ状態にします。 


REMOTE MODE ポタン 


リモコンで操作する機器を選びます。 
選んだモードのボタンが点灯します。 

本機を操作するときや、ラジオを操作す 
るときは AMP ボタンを押してください。 


TEST TONE ポタン〔29〕 

ス ピーカーの 音量レベルを設定する 
ときに使用します。 

チヤンネルセレクト 

CH SEL ポタン〔29、42、43〕 

距離または音量レベルを調整したい 
スピーカー を選択します。 

レベル 

LEVEL+/— ポタン〔29、42、43〕 

CH SEL ボタンで選択したスピー 
カーレべルを調整します。 

レイトナイト 

L NIGHT ポタン〔42〕 

レイトナイト機能をオン/オフします。 

シネマフィルター 

CINE Fl_TR ポタン〔42〕 

シネマフィルター機能をオン/オフします。 


スリープ 

— S し EEP ポタン〔33〕 

スリープタイマーを設定します。 

ポリ ユー ム 

VOLA/ ▼ポタン〔29、32〕 

音量を調整します。 

!ETUP ポタン 

表示部に設定内容を表示させます。 


MUTING ポタン〔33〕 

音を一時的に小さくします。 

「リスニングモードポタン〔36、41、 52h 

ダイレクト 

D 旧 ECT ポタン 

リスニングモードを「ダイレクト」 

に切り換えます。 

ST-REO ポタン 

リスニングモードを「ステレオ」 

に切り換えます。 

サラウンド 

SURR ポタン 

入力されている信号に対応するリス 
ニングモードを選びます。 

DSP ポタン 

リスニング モー ドをオン キヨー 独自 
のリスニングモードから選びます。 

チューナーモードポタン〔34、35〕一 

TUN —， TUN+ ポタン 

ラジオの周波数を合わせます。 

チューナーモード 

TUN M ポタン 

チューナーモードを選びます。 

プリセットメモリー 

P MEM ポタン 

放送局を登録します。 


リモコンコードを登録するときに使用するボタンについては、54ページをご覧ください。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


本機に付属のリモコンで接続をしたオンキヨー製品を操作することができます。 RI ケーブルとオーディオ用ビンコー 
ドを正しく接続してください。 A _接続した機器を操作するときは、本機のリモコン受光部に向けて操作してください。 


DVD モード(本機に FII 接続した DVD プレーヤーを操作するとき) 


DVD プレーヤーを操作する前に 、 REMOTE MODE DVD ポタンを押して、リモコンを DVD モードにしてくださし、。 
接続している DVD プレーヤーや再生する DVD によっては、対応していない機能もあります。 


ON ポタン 

DVD プレーヤーの電源を入れます。 

TOP MEiu ポタン 

DVD のトップメニュー画面を表示します。 

ディスク 

DISC +/ —ポタン 

DVD チェンジヤーのディスク 

リターン イグジット 

RETURN/EXIT ポタン 

DVD のメニュー操作時に押すと、1つ前 
の画面に戻ります。メインメニュー画面 
で押すと、メニュー操作を終了します。 

ディスプレイ 

DISPLAY ポタン 

DVD プレーヤーの表示部に表示 
される情報を切り換えます。 



アンプ 

AMP モードでも動きます。 

ポタン 

トラックを頭出しします。 

►ポタン 

ディスクを再生します。 

◄◄/►►ポタン 

早戻し、早送りをします。 

II ポタン 

再生を一時停止します。 

■ポタン 
再生を停止します。 

◄11/11 ►ポタン 

ス□—再生、コマ送り再生をします。 

ブレイ モード 

PLAY MODE ポタン 

DVD のプレイモードを表示します。 

才ーデイオ 

AUDIO ポタン- 


音声を切り換えます。 

サブタイトル 

SUBTIT し E ポタンー 


PLAY MODE SPA _SPB I RANDOM 

O SDBH 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LAST M 
4 >IREC な (^STEREO^) (^SURRj) (f DSP 


字幕言語を切り換えます。 

DVD プレーヤーによっては- 
プレイモードに入ります。 

リピート 

REPEAT ポタン- 


SEARCH MEMORY : 


くり返し再生をします。 

A - B ポタン 


A -巳くり返し再生をします。 

オープン クローズ 

± OPEN / CLOSE ポタン- 

ディスクトレイを開閉します。 




OPEN/CLOSE VIDEO OFF 

CD t O ) 


スタンパイ 

STANDBY ポタン 

DVD プレーヤーをスタンパイ状態にします。 

数字ポタン （1 〜9，+10，〇) 

チヤプター番号などを選択します。 


CLEAR ポタン 

入力した項目を取り消します。 


DVD MODE ポタン 


喿作する前に押 

DVD プレーヤーを5 
してください。 


MENU ポタン 

DVD のメニュー画面を表示します。 

▲ / T/ ► ENTER ポタン 

DVD のメニュー操作時、上下左右に押 
して項目を選択します。中央を押すと、 
選択した項目を確定します。 


本機の操作- 

ポ u ューム 


V 0 LA / ▼ポタン 

音量を調整します。 

ミューティング 

MUTING ポタン 

音を一時的に小さくします。 


トアップ 

SETUP ポタン 

DVD の設定項目を表示します。 

ランダム 

- RANDOM ポタン 

ランダム再生をします。 

ラストメモ 1 

-LAST M ポタン 

再生する場所を記憶させます。 

アングル 

ANGLE ポタン 

カメラアングルを切り換えます。 

- MEMORY ポタン 

好きな曲/場面順に再生するように記憶させます。 

サーチ 

- SEARCH ポタン 

再生したい場所を指定します。 

ビデオ オフ 

-VIDEO OFF ポタン 

映像出力を切ることによって、より良い 
音で再生します。 
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ホームシアターを 楽しもう 


ホ—ム シアターを楽しもう 


本機は優れた機能を使って音の立体感、移動感を実現し、ご家庭で簡単に劇場やコンサートホールさながらの臨場感あふ 
れる音響効果をお楽しみいただけます。 

再生する信号によって、 DTS やドルビーデジタル再生、オンキヨー独自の DSP サラウンド再生をお楽しみいただけます。 

巳 ASE-L55 では、同梱のスピーカーを接続して 5.1 チヤンネルでお楽しみいただくことができます。 

6. 1チヤンネル再生をする場合は、別売りの D-057M を増設してください。 


スピーカーの 使いかた 

2つお持ちの場合、左右フロントスピーカーとして使用します。 （2 チヤンネル再生） 

3つお持ちの場合、左右フロントスピーカー、センタースピーカーとして使用します。 （3 チヤンネルサラウンド） 

4つお持ちの場合、左右フロントスピーカー、左右サラウンドスピーカーとして使用します。 （4 チヤンネルサラウンド） 
5つお持ちの場合、左右フロントスピーカー、センタースピーカー、左右サラウンドスピーカーとして使用します。 （5 
チヤンネルサラウンド） 

6つお持ちの場合、左右フロントスピーカー、センタースピーカー、左右サラウンドスピーカー、サラウンドバックス 
ピーカーとして使用します。 （6 チヤンネルサラウンド） 

サブウーファーをお持ちの場合、スピーカ__に関係なく、重低音効果を B するために使用します。 （0.1 チヤンネル再生) 


センタースピーカ- 

左右フロント スピーカーの 音響 
効果や音の動きを明確にして、 
より豊かなサウンドイメージを 
作ります。映画ではとくにセリ 
フが出力されます。 

できるだけ画面の近くで、視聴 
者の耳に向くように配置してく 
ださい。左右フロントスピーカ 
一となるベく同じ高さになるよ 
うに配置してください。 


サブウーファ - 

低音のみを出力し、迫力ある重 
低音効果を最大限に発揮します。 
部屋の隅、または部屋の1/3の 
位置に配置します。 


左右フロント スピーカー 

総合的に音声を出力します。 

ホームシアターの柱となり、音場を 
しっかりと整える役割を果たします。 
視聴位置の前方に配置します。 

音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、 
視聴者の耳に向くように配置してく 
ださい。左右対象が理想です。 



左右サラウンド スピーカ- 

臨場感を高める役割を果たします。 

効果音などで音の立体的な動きを表現します。 

視聴位置の横または後斜めに配置します。 

左右対象で視聴者の耳より1 m 高い位置が理想です。 


——サラウンドバックス ピーカー 

サラウンドチヤンネルの空間表現力 
を高め、移動音効果や後方の音場を 
一層リアルに表現します。 

視聴者の耳より1 m 高い位置にスピ 
—カーを配置するのが理想です。 


•最適なサラウンド再生をお楽しみいただくには、まずスピーカーの設定をする必要があります。（隊28、29ページ） 
ここで、接続しているスピーカーの自動検出を行い、スピーカーの音量レベルを調整します。 

また、より正確に設定するには、スピーカーの有無と大きさ（瞭46ページ）や低音域の管理設定（ぽ48ベージ)、音 
が届く時間を一定にするために行う、視聴位置からスピーカーまでの距離設定（歧49ページ）などを行い、これらの設 
定をしてからスピーカーの音量レベルを調整します。 


14 





















































接続をする 


スピーカーを 接続する 


スピーカーの配置については14ぺージをご覧ください。 

本機にはインピーダンスが6 Q 〜16 Q のスピーカーを接続 
してください。インピーダンスが6 Q 未満のスピーカーを接 
続すると、アンプが故障することがあります。 


フロント 


フロント 



アンプ内蔵 
サブウーファー 


サラウンド 
スピーカー （右) 


サラウンド 
パックス ピーカー 


サラウンド 
スピーカー （左) 


し >王思 

BASE-L55 の場合、上記イラストのサラウンドパックスピー 
カーは別売りとなります。 

ス ピーカーコード用ラベルの使し 1かた 


本機はスピーカー端子の©側に色をつけて識別しやすくし 
ています。付属のスピーカーコード用ラベルをお持ちのス 
ピーカー]—ド両端のプラス㊉に貼ると識別が簡単になり 
ます。 

本機のスピーカー端子は以下のように色分けしています。 


スピーカーコード 用ラべ •(レ スピーカーコード 用ラぺ j レ 



スピーカーコードの接続 


本機のスピーカー端子のプラス®とスピーカーのプラス© 
端子にラベルを貼った側のスピーカーコードを接続しま 
す。本機のスピーカー端子のマイナス©とスピーカーのマ 
イナス©端子とをラベルの貼っていない側のスピーカー 
コードで接続します。 


① スピーカー コー ドの被覆を カツ トする 



フロントスピーカー 

の場合は 15 mm 、 
その他の スピーカー 
の場合は 10 mm 


(2) しん線の先端を 
しっかりとよじる 



•フロントスピーカー 

③ねじを ④しん線を差し込む ⑤ねじを締め付ける 



•その他の スピーカー 

③レノ(一を押しながらスピー ④指を離すとレノ（一が 

カーコードを差し込む 元の位置に戻ります 



•プラス©とマイナス©を間違って接続したり、左右のス 
ピーカーを間違えて接続すると音声が不自然になりますので 
ご注意ください。 

• スピーカー 端子に複数の スピーカーコー ドは接続しないでく 
ださい。故障の原因になります。 

• 1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音声を再生 
する場合、1台のスピ_力_を左右スピ_力_端子に並列接 
続しないでください。 


危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカー 
コードのしん線のプラスとマイナス 
を絶対に接触させないでください。 



サブウーファーを接続する 


左フロント ：白 
右フロント ：赤 
センター ：緑 
左サラウンド ：青 
右サラウンド ：灰 
サラウンドパック：茶 


左フロント スピーカーのコード両 
端(㊉側）に白し'!ラベルを貼る 
右フロント スピーカー の コー ド両 
端(㊉側）に赤いラベルを貼る 
センター スピーカーのコー ド両端 
(㊉側)に緑のラベルを貼る 
左サラウンド スピーカー の コード 
両端(©側)に青いラベルを貼る 
右サラウンド スピーカー の コード 
両端(©側）に灰色のラベルを貼る 
サラウンドパック スピーカー の 
コード両端(㊉側）に茶色のラベル 
を貼る 


パワーアンプ内蔵のサブウーファーを SUBWOOFER PRE 
OUT 端子に接続します。 











































































































































































接続をする 


FM アンテナを接続する 


付属の FM アンテナを接続する 屋外アンテナを接続する 


アンテナ位置の調整と固定は実際に放送を聞きながら行い 
ます。 （ b ^34 ページ） 


付属の FM アンテナ 


はめ込む 

( 奥までは、 

はまりません） 


FM 屋外アンテナ 



’本機には'') 
付属して 
、いませんノ 


FM 屋外アンテナについて 

市販のアンテナアダプターを使用して、上図のように接続 
します。 


ヒン 


• 建物の陰にならず、 FM 放送電波が直接受信できる所に設置 
してください。 

• 自動車のエンジンによる雑音を避けるため、道路からできる 
だけ離れたところに設置してください。 

ご注意 

△送電線の近くは危険ですので絶対に設置しないでください。 

• アンテナエ事には技術と経験が必要ですので販売店にご相談 
ください。 
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接続をする 


映像/音声ケーブルと端子の種類について 


映像ケーブルと端子の種類 

ケーブルの名称 

ケーブルの形 

端子の形 

ケーブルや端子の役割 

D 端子用 
接続コード 

© -〇〇 

| 蟲 E| 

S ビデオより良い画質が得られます。 

映像機器の制御信号（アスぺクト比など）を送る 
ことができます。 

S ビデオコード 


S VIDEO 

◎ 

コンポジットの映像より良い画質が得られます。 

本機では映像機器の制御信号（アスぺクト比な 
ど）を送ることはできません。 


ビデオコード 
(コンポジツト） 


VIDEO 

❾ 

標準的な映像信号で、多くのテレビやビデオなど 
の映像機器に装備されています。 


音声ケーブルと端子の種類 

ケーブルの名称 

ケーブルの形 

端子の形 

ケーブルや端子の役割 

光デ、:;タルケーブル 
(OPTICAL) 

- 10^ 

_ 

OPT 

ドルビーデジタルなどのデジタル音声が得られま 
す。音質は COAXIAL と同レベルです。 

オーディオ用ピンコード 


-© 

アナログ音声を伝送します。 

マルチチヤンネル 
接続コード 

■=il 111111 hi— 

nlimn— 

»={i 111111 in— 

iTimm— 

={| 111111 ID— 

iTimnw 


"^miiii| t=» 

Hiimiri IN 

—nmiTTi 卜 

—nmnT| 卜 

— 户 

cm] 

© @ @ 

FR MULTI CH N Sft Sw 

DVD オーディオ対応の DVD プレーヤーなどとの 
接続に使用します。 

アナログマ)レチチヤンネ)レ音声を伝送します。 




• 接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。 

• 電源コードは全ての接続が終わるまでつながないでく 
ださい。 

ビデオ用、オーディオ用ピンコードは以下のよう 
に接続してください。 

•入力端子は赤いコネクター （R の表示）を右チャンネ 
ル、白いコネクター （L の表示）を左チャンネル、黄 
色のコネクター（Vの表示）をビデオチャンネルに接 
続してください。 


左(白) 


右(赤) 




左(白) 


右(赤) 


映像(黄） Hi \ mrn - 


«EJ= 映像(黄) 


•コードのプラグはしっかりと 
奥まで差し込んでください。 

接続が不完全ですと、雑音や 
動作不良の原因になります。 

•ビデオコード、オーディオ用 
ビンコードは電源コードやス 
ピ_力_コードと束ねないでください。音質や画質が 
悪くなることがあります。 

光デジタル入力端子/出力端子について 

本機の光デジタル端子はすべてとびらタイプですので、 
とびらをそのまま奥へ倒すようにして光デジタルケープ 
ルを差し込んでください。 

ご注意 

光デジタルケーブルはまっすぐ抜き差ししてください。 
ななめに抜き差しすると、とびらが破損する場合があります。 
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接続をする 


外部機器を接続する前に 


DVD プレーヤーなど、映像機器は映像接続と音声接続を行ってください。 

本機の入力を切り換えるだけでその機器の映像と音声を選ぶことができます。 



映像接続のしくみ 


本機にはビデオ、 S ビデオ、 D 端子の3種類の映像入出力端 
子があります。接続する機器に合わせて使います。 




ビデオ 
s ビデオ 

□端子 






■+ ビデオ： . 今.ビデオ . +ビデオ 

■+ S ビデオ . + S ビデオ .♦ S ビデオ 

(0 央像端子の設定31ページ） 

■+ D 端子 . + D 端子 . + D 端子 


• ビデオ端子または S ビデオ端子を使って接続するときは、映 
像端子の設定（■^31ページ）をすると、モニターと本機を 
ビデオまたは S ビデオ接続しなくても D 端子接続から映像を 
出力することができます。 

* 映像機器の映像出力からモニターの映像入力まで D 端子接続し 
ている場合のみ、アスぺクト比などの制御信号を送れます。 


テレビやプ〇ジェ クターな どの モニターを 接続する 


映像をテレビなどのモニターに映すための接続です。 
以下のいずれかの接続をします。 

■ ビデオ(コンポジット)入力端子と本機を}^する 

ビデオコードでモニター00央像入力端子と本機のV MONITOR 
OUT 端子を接続します。 



■ S ビデオ入力端子がある場合 

s ビデオコードでモニターの s ビデオ入力端子と本機の 
S MONITOR OUT 端子を接続します。 
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接続をする 


■ D 入力端子がある場合 

D 端子用接続コードでモニターの D 映像入力端子と本機の 
D4 VIDEO MONITOR OUT 端子を接続します。 

D 端子を使って映像機器を接続するときは、モニターと本機 
も D 端子接続をする必要があります。 



テレビの音声接続をする 


テレビの音声を本機でお楽しみいただけます。 

■デジタル接続 

光音声出力端子がある場合、光デジタルケーブルでテレビ 
の光デジタル出力端子と本機の DIGITAL INPUT OPT 2 
端子を接続します。 

ご注意 

テレビのデジタル入力は「〇 PT2」 に設定されています。 OPT 
2端子以外に接続した場合は、「デジタル入力端子の設定」を変 
更する必要があります。（瞭30ぺージ） 

■アナログ接続 

デジタル音声出力端子がない場合やテレビの音声をアナロ 
グ録音する場合は、オーディオ用ビンコードでテレビの音 
声出力端子と AUDIO TV IN L/R 端子を接続します。 


テレビに音声出力端子がないときは、ビデオデッキの音声接続 
をするとビデオデッキに内蔵されているチューナーでテレビの 
音声を本機でお楽しみいただけます。（@21、22ページ） 



ffOj AMTEMU 

國 MS 

1^1 


二■「輝 
宝 f 化棘 
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!■> 1 IH 

J —:- TV 一 


|©©€ 

0 2— ^VIDEO 1- DVE 

) 0 

」M OR 



映像機器を接続する 


DVD プレーヤーの接続 



■■碰 蹄_ - 

以下のいずれかの接続をします。 

■ ビデオ(コンポジット)出力端子を_する場合 

ビデオコードで DVD プレーヤーの映像出力端子と本機のV 
DVD IN 端子を接続します。 



■ S ビデオ出力端子がある場合 

S ビデオコードで DVD プレーヤーの S 映像出力端子と本機 
の S DVD IN 端子を接続します。ビデオ（コンポジット） 
接続より、良い画質が得られます。 



■ D 映像出力端子がある場合 

D 端子用接続コードで DVD プレーヤーの D 映像出力端子と 
本機の D4 VIDEO INPUT 1端子を接続します。 S ビデオ 
接続より、良い画質を得られます。 

• モニターと本機も D 端子接続をする必要があります。 
































































































































































































































接続をする 


■デジタル接続 

本機でドルビーデジタルなどのデジタル音声をお楽しみい 
ただけます。 

光デジタルケーブルで DVD プレーヤーの光デジタル出力端 
子と本機の DIGITAL INPUT ( OPT 1) 端子を接続しま 
す0 


■マルチチャンネル (5.1 ch ) 出力端子がある場合 

DVD オーディオなどのマルチチャンネル音声に対応してい 
る機器の場合、 DVD オーディオなどの再生がお楽しみいた 
だけます。 

マルチチャンネル接続コードまたは、オーディオ用ピン 
コード3本を使って DVD プレーヤーのマルチチャンネル出 
力端子と本機の MULTI CH IN FL / FR 、 SL / SR 、 C、SW 
端子を接続します。 


IPIj L — J 




© © © @ 


0 




0 


0 「 

© 

monitor) 


B 




f 光デジタル出力 

I - 



ご注意 

DVD のデジタル入力は 「 OPT 1」に設定されています。 

〇 PT 1 端子以外に接続した場合は、「デジタル入力端子の設定 J 
を変更する必要があります。（隊3◦ベージ） 


■アナログ接続 

DVD の音声をアナログ録音する場合やオンキヨー製品で本 
機と R _連動させる場合の接続です。 

オーディオ用ビンコードで DVD プレーヤーの音声出力端子 
と本機の DVD AUDIO IN FL / FR 端子を接続します。 




ご注意 

DVD プレーヤーに 5. 1チヤンネル出力端子と2チヤンネル出力 
端子がある場合で、本機の MULTI CH IN FL / FR 端子だけを接 
続するときは、 DVD プレーヤーの2チヤンネル出力端子と接続 
してください。 
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接続をする 


ビデオデッキの接続 


■ D - VHS ビデオ（デジタル音声出力機能のあ 
るビデオデッキ）の場合 


■ VHS ビデオまたは S-VHS ビデオの場合 

■奴励描練 - 

ビデオの映像を本機を通してお楽しみいただけます。 

S ビデオ端子またはビデオ（コンポジット）端子を接 
続する 

S ビデオコードでビデオデッキの S ビデオ出力端子と本機の 
S VIDEO 1 IN 端子を接続します。ビデオ（コンポジッ 
卜）接続より、良い画質が得られます。 

• モニターと本機も S ビデオ接続をする必要があります。 

ビデオ（コンポジット）接続の場合は、ビデオコードでビ 
デオデッキの映像出力端子と本機の V VIDEO 1 IN 端子を 
接続します。 

•モニターと本機もビデオ（コンポジット）接続をする必 
要があります。 

本機でビデオデッキの音声をお楽しみいただけます。 

また、ビデオデッキのチューナーでテレビチヤンネルを選 
ぶと、テレビの音声を楽しむことができます。 

アナログ接続 

オーディオ用ビンコードでビデオデッキの音声出力端子と 
本機の AUDIO VIDEO 1 IN L/R 端子を接続します。 


■■腿游镳 - 

ビデオの映像を本機を通してお楽しみいただけます。 

D 映像端子を接続する 

D 端子用接続コードでビデオデッキの D 映像出力端子と本機 
の D 4 VIDEO INPUT 2端子を接続します。 S 映像接続よ 
り、良い画質が得られます。 

• モニターと本機も D 端子接続をする必要があります。 

ご注意 

VIDEO 1の映像出力は 「 D 4 VIDEO INPUT 2」に設定され 
ています。 D 4 VIDEO INPUT 2以外に接続した場合は、「映 
像端子の設定」を変更する必要があります。（暖31ページ） 

本機でデジタル音声をお楽しみいただけます。 

デジタル接続 （D-VHS ビデオ） 

ビデオデッキの光デジタ)レ出力端子と本機の DIGITAL IN ¬ 
PUT (OPT 3) 端子を接続します。 

ご注意 

*—»— 

デジタル入力は 「OPT 3」に設定されています 。 OPT 3以外 
に接続した場合は、「デジタル入力端子の設定 J を変更する必要 
があります。（炫^3◦ぺージ） 










































































































































接続をする 


■本機を通して録画するには 

本機の S VIDEO 1 OUT 端子とビデオデッキの S 映像入力 
端子、または本機の V VIDEO 1 OUT 端子とビデオデッキ 
の映像入力端子を接続します。 

オーディオ用ビンコードで本機の AUDIO VIDEO 1 OUT 
L/R 端子とビデオデッキの音声入力端子を接続します。 

テレビなどの再生機器の音声出力端子と本機の音声入力端 
子を接続します。 


BS チユーナー、 LD プレーヤーなどの接続 

以下のいずれかの接続をします。 D 端子接続をする場合は、 
本機とモニターも D 端子接続をしてください。 

■ビデオ（コンポジット）出力端子がある場合 


ご注意 

• ビデオ端子に入力される信号は、ビデオ端子にしか出力され 
ません。テレビなどの再生機器をビデオ端子接続した場合 
は、ビデオデッキもビデオ端子接続をしてください。また、 

S 端子に入力される信号は S 端子にしか出力されません。 

テレビなどの再生機器を S 端子接続した場合は、ビデオデッ 
キも S 端子接続をしてください。 

• 録画をするときは本機の電源を入れる必要があります。本機 
がスタンノ（イ状態のままでは録画できません。 



■本機を通さずに録画するには 

テレビなどの再生機器の映像出力端子を直接ビデオデッキ 
の映像入力端子に接続します。 

再生機器の音声出力端子も直接ビデオデッキの音声入力端 
子に接続します。 

詳細はお手持ちのビデオデッキや再生機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 


ビデオコードで接続する機器の映像出力端子と本機の 
VIDEO 2 IN 端子を接続します。 

•モニターと本機もビデオ（コンポジット）接続をする必 
要があります。 



■ S ビデオ出力端子がある場合 

s ビデオコードで接続する機器の s ビデオ出力端子と本機の 
S VIDE 0 2 1 N 端子を接続します。ビデオ接続より、良い 
画質が得られます。 

* モニターと本機も S ビデオ接続をする必要があります。 
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《 Is ビデ;出力」 


■ D 映像出力端子がある場合 

接続機器の D 映像出力端子と本機の D 4 VIDEO INPUT 2 
端子を接続します。 S ビデオ接続より、良い画質を得られま 
す0 

• モニターと本機も D 端子接続をする必要があります。 
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接続をする 




オーディオ機器を接続する 


■デジタル接続 

本機でデジタル音声をお楽しみいただけます。 

光デジタルケーブルで接続する機器の光デジタル出力端子 
と本機の DIGITALINPUT (OPT 3) 端子を接続します。 


CD プレーヤーの接続 

■デジタル接続 


し/王思 
— 

VIDEO 2のデジタル入力は、初期設定では何も割り当てられて 
いません。デジタル接続する場合は、「デジタル入力端子の設 
定」をする必要があります。（@3◦ページ） 



0000 


光デジタ J レケープ)レで CD プレーヤーの光デジタ j レ出力端子 
と本機の DIGITAL IN (OPT 3) 端子を接続します。 

CD は PCM で記録されているため、デジタル接続をしても 
ドルビーデジタルなどの音声はお楽しみいただけません。 
また、アナログ接続のみでも、ドルビープ□ロジック心な 
どのサラウンド効果がお楽しみいただけます。 



デジタル接続する場合は「デジタル入力端子の設定」を変更す 
る必要があります。（@3◦ページ） 

■アナログ接続 


ご注意 

— 

LD プレーヤーの AC -3 RF 出力端子は直接接続できません 。 LD 
プレーヤーでドルビーデジタル 5.1 ch ソフトをお楽しみいただ 
くには、市販のデモジュレーターが必要です。 


アナログ録音をする場合やオンキヨー製 CD プレーヤーで本 
機と m 連動をさせる場合の接続です。 

オーディオ用ビンコードで、 CD プレーヤーの音声出力端子 
と本機の AUDIO AUX IN L / R 端子を接続します。 


■アナログ接続 

デジタル音声出力端子がない場合や接続する機器の音声を 
アナログ録音する場合は、オーディオ用ビンコードで接続 
する機器の音声出力端子と本機の AUDIO VIDE 02 IN L / 
R 端子を接続します。 
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接続をする 


レ〇— ドプレーヤーの接続 


■ レコードプレーヤーがフォノイコライザー内 
蔵の場合 

オーディオ用ビンコードでレコードプレーヤーの音声出力 
端子と AUDIO AUX IN L / R 端子を接続します。 



■ レコードプレーヤーがフォノイコライザー内 
蔵でない場合 

オーデイオ用ピンコードでレコードプレーヤーとフォノイ 
コライザーの音声入力端子を接続し、フォノイコライザー 
と AUDIO AUX IN L / R 端子を接続します。 


■ MC カー ト リッジタイプの レコードプレー 
ヤーの場合 

オーディオ用ビンコードでレコードプレーヤーと昇圧トラ 
ンスまたはヘッドアンプを接続し、それにフオノイコライ 
ザーを接続します。 

フオノイコライザーを本機の AUDIO AUX IN L / R 端子に 
接続します。 




フオノイコライザー 



カセットデッキ、 MD レコーダー、 
DAT 、 CD レコーダーの接続 

カセットデッキや MD レコーダー、 DAT、CD レコーダーな 
どの録音機器を接続することができます。 

録音できるのは、本機の AUDIO IN 端子に接続した機器の 
音声です。 

■アナログ接続 

オーディオ用ピンコードで接続する機器の音声出力端子 
( PLAY ) と本機の AUDIO VIDEO 1 IN L / R 端子を接続 
します。また、音声入力端子 （ REC ) と本機 AUDIO 
VIDEO 1 OUT L / R 端子を接続します。 
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接続をする 


オンキヨー製 DVD プレーヤーと連動させる接続 


P » l 端子付きのオンキヨー製 DVD プレーヤーに RI ケーブルとオーディオ用ビンコードを接続すると、以下のような連動 
首巨亡)'ぐ豆 Ti 巨"^'^ 

A I ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。（本機には付属していません） 

m ケーブルの接続だけではシステムとして働きません。20ページを参照し、オーディオ用ビンコードも正しく接続して 
ください。 


本機 



オートパワーオン機能 

本機がスタンバイ状態のとき、接続した DVD プレーヤーの電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源が自動的に入り 
ます。また、本機の電源を切ると DVD プレーヤーの電源も切れます。 

ダイレクトチェンジ機能 

接続されている DVD プレーヤーを再生すると、本機の入力が自動的に切り換わります。 

リモコン操作機能 

本機に付属のリモコンで DVD プレーヤーを操作することができます。 


し注思 
— 

• 製品によっては P I 接続をしても一部の機能が働かないことがあります。 

• システム機能については、 DVD プレーヤーの取扱説明書もあわせてご覧ください。 
• m ケーブルの接続は順序の指定はありません。 

• 只1端子が2つある場合、2つの端子の働きは同じです。どちらにもつなげます。 


























































接続をする 


/=?/オーデイオコントロール端子付きテレビとの連動について 


本機は A _端子を持つテレビと接続すると次の動作が可能になります。 

① テレビの電源を入れると本機の電源も自動的に入り、入力が切り換わります。 

このときテレビの音は消え、本機に接続されたスピーカーから音が出ます。また、テレビを切る（スタンバイにする） 
と、本機もスタンバイ状態になります。ただし、本機で他の入力を選んでいる場合は、スタンバイ状態になりません。 

② テレビに付属のリモコンで本機の音量調整、ミューティング（消音）ができます。 

③ 本機をスタンバイ状態にするとテレビの音が復帰し、テレビに付属のリモコンでテレビ側の機能（音量、消音）をコン 
卜□—ルできるようになります。 

連動動作が可能なテレビについては、テレビのカタログや取扱説明書で、只 I 端子が装備されているかどうかをご確認くだ 
さい0 

本機にケーブルは付属していません。モノラルミニプラグコード（抵抗なし）を別途お求めください。 

接続のしかた 

• 本機の TV 音声入力 (AUDIO TV IN L / R ) 端子を接続する 

•モノラルオーディオコードでテレビの才ーディオコントロール端子と本機の端子を接続する 
•テレビの光デジタル音声出力端子と本機の DIGITAL INPUT (OPT 2) 端子と接続する 
(テレビに光デジタル音声出力端子がない場合は接続する必要はありません） 



• オンキヨー製 DVD プレーヤーを接続する場合は、ケーブルで A 〖端子どうしを接続してください。 

• A I 端子が2つある製品の場合、2つの働きは同じですのでどちらにでも接続できます。 

• AI 端子の接続だけではシステムとして働きません。オーディオ用ビンコードも正しく接続してください。 


本機 
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接続をする 


電源]-ドを接続する 



一目印線側 


家庭用電源コンセント 


電源コードを接続する前に 

すべての接続が完了していることを確認してください。本 
機の電源を入れると，瞬間的に大きな電流が流れてコン 
ピュ_夕_などの機器の動作に影響することがあります。 
コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコンセント 
に接続することをおすすめします。 

よりよい音で聞いていただくために 
本機の電源コンセントは極性の管理がされています。電源 
コードの目印線側を家庭用電源コンセントの溝の長い方に 
合わせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝 
の長さが同じ場合はどちらを接続してもかまいません。 


鼋源を入れる 



本体の STANDBY / ON ポタン、またはリモコンの ON ボタンを押す 


(!) STANDBY/ON 



STANDBY インジケーターが消え、表示部が点灯します。 


ヒン 


リモコンの ON ボタンをもう一度押すと、接続をした DVD プレーヤーも電源が入ります。 


または 



II モコン 


スタンバイ状態に戻すに I ま スタンパィ 

本体の STANDBY / ON ボタンまたはリモコンの STANDBY ボタンを押します。 
































































初期設定をする 





スピーカーの設定をする 


_ j 

ス ピーカーの自動検出をする 

スピーカー デイテクト 

(Speaker Detect) 



フロントやセンター、サラウンド、サラウンドパックな 
ど、どのチャンネルにスピーカーを接続したかを自動で検 
出します。 


ON STANDBY 
〇 ® — TV 
© © ® I 
© © © ( 
® ® ® I 

学 ®) I 


©—©—© 


REMOTE 



RANDOM 

I o 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 
^^1 

REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

LEVEL LEVEL 

OPEIWXOSE VIDEO OFF 

O' <〇 i® i® 



ENTER ボタンを押す 

自動的に接続したスピーカーを検出しま 
す。検出が終わると結果を表示します。 


サブウーファ- 1 

センタ- 

サラウンド- 

サラウンドパック- 

Y :スピーカーが接続されています。 
N :スピーカーが接続されていません。 


ご注意 

• サラウンドスピーカーは、必ず2つセットでご使用くださ 
い0 

• サラウンドバック スピーカー は、サラウンド スピーカー を接 
続した上でご使用ください。 

サラウンドスピーカーを接続していない場合は、サラウンド 
バックスピーカーからは、音が出ません。 

• 46、47ページの「スピーカーの有/無」と「大きさ」の設 
定をしたあとで、スピーカーの自動検出 （Speaker 
Detect) をすると、設定が自動検出の結果に置き換わりま 
すので、ご注意ください。 


1 

?r\ 

AM タンを押してから、 

SETUP ポタンを押す 

2 

▲/ ▼ポタンを押して 

スピーカーァイァク F 

「0_ SP Detect (スピーカー検出)」 
を選び、 ENTER ポタンを押す 

「SP Detect?」 と表示されます。 
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初期設定をする 


ス ピ ーカー の音量レベルを調整する(テストト ー ン) 


各スピーカーからのテスト音量が同じに聞こえるように、 
それぞれのスピーカーの音量レベルを設定します。スタン 
ノ（イ状態にしても記憶しています。 

•ミューティング中やヘッドホンを接続しているとき、マ 
ルチチヤンネル再生時は、 I 受定できません。 



2 


3 

3 



AMP ポタンを押してから、 

テスト I -ーン 

TEST TONE ポタンを押す 

左フロント スピーカー から「ザー」とい 
うテスト I -ーンが出力されます。 


VObl / ▼ポタンで音量を調整する 

テスト I ンは小さめなので良く聞こえ 
る音量に VOL ^/ ▼ボタンで調整してくだ 
さい0 


CH SEL ポタンでスピーカーを切 
り換え、 LEVEL +/ —ポタンでテ 
スト!-ーンを調整する 

すべての スピーカー のテスト I ンが同 
じに聞こえるように調整します。 

•-12 dB 〜+1 2 dB の範囲内で調整で 
ぎます。 

• 何の操作もせずに2秒たつと 、 CH SEL 
ボタンを押さなくても次のスピーカー 
に移ります。 


4 

手11113をくり返し、接続したすべ 
てのスピーカーのテスト1-ーンを 
調整する 

テスト1ンは次の順で出力されます。 


左フロントスピーカ- ► センタースピーカー 

t 1 

サブウーファー 右フロントスピーカー 


T 1 

左サラウンドスピーカー右サラウンドスピーカー 


^-サラウンドバックスピーカー 


• 接続していないスピーカーは設定でき 
ません。 

• 28ページで自動検出したスピーカーも 
しくは46、47ぺージで「 N0 」や 「 Non 」 
以外に設定したスピーカーから音が出 
ます。サラウンドバックスピーカー 
は、初期設定では 「 Non 」 になってい 
ます。 

5 

TEST TONE ボタンを押す 

設定を終了します。 


ご注意 

手順 2 でし、つも聞く音量よりも大きくした場 
合は、 VCL ▼ボタンで音量を戻してください。 



セットアップ 

SETUP ポタンを使って設定することもできます。 

レベルキヤリブレーシヨン 

本体の SETUP ボタンを押し、 ▲/ ▼ボタンで 「3. Level Cal 」 

エンター 

を選び、 ENTER ボタンを押します。 

テスト!ンが出力されますので、 ◄/ ►ボタンで調整して 
ください。 

次のスピーカーに切り換えるには▼ボタンを押します。自 
動的には移動しません。 

調整が終わったら、 SETUP ボタンを押します。 

































初期設定をする 




入力の設定をする 


デジタル入力端子 (Dig In ) の設定 



本機後面のデジタル入力端子には、それぞれのデジタル再 
生機器が割り当てられています。接続した機器がデジタル 
入力端子の初期設定と異なる場合は、設定を変更する必要 
があります。 


入カ ソース 

デジタル入力端子の初期設定 

DVD 

OPT 1(オプティカル 1) 

テレビ 

TV 

OPT 2 (オプティカル 2) 

VIDEO 1 

OPT 3 (オプティカル 3) 

VIDEO 2 

— 

AUX 

— 


例：本機後面の OPT 2端子に DVD プレーヤーを接続した 

+日 △ 

% 口 

DVD のデジタル入力端子の初期設定は OPT 1のため、 
rOPT 2 J に設定を変更する必要があります。 

テレビを本機後面の AUDIO TV IN にのみ接続した場合 

TV にデジタル入力端子が設定されているため、「_ _ 
-」に設定を変更する必要があります。 




AMP ポタンを押してから、 
INPUT SELECTOR ポタンを 
押して「入カソース」を選ぶ 

設定を変更する入カソースを選びます。 


セットアップ 

ビ SETUP ポタンを押す 




▲/ ▼ポタンを押して 

インプツトセツト 

「4. Input Set 」 を選び、 

エンター 

ENTER ボタンを押す 


4 



▲/ ▼ボタンを押して 
「Dig In 」 を選び、◄/►ボタンで 
機器を接続したデジタル入力端子 
を選ぶ 


. オプティカル 

f^OPT 1 



デジタル機器を OPT 1 
端子に接続している場合 
に選びます。 


オプティカル 

OPT 2 



デジタル機器を OPT 2 
端子に接続している場合 
に選びます。 


オプティカル 

OPT 3 



デジタル機器を OPT 3 
端子に接続している場合 
に選びます。 



デジタル機器をデジタル 
入力端子に接続していな 
い場合に選びます。 



SETUP ボタンを押す 

設定を終了します。 
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初期設定をする 


ビデオ 

映像端子 ( D 4 Video ) の設定 


本機の D 入力端子には、それぞれ入力（再生）ソースが割り 
当てられています。接続した映像機器が初期設定と異なる 
場合は、設定を変更する必要があります。また、 V または S 
端子を接続した機器の映像を D 端子接続から出力する場合に 
設定します。 

それ以外の場合は、設定を変更する必要はありません。 


入カソース 

映像入力の割り当て 
(初期設定） 

DVD 

Input 1 

voio 1 

1 叩 ut 2 

VIDEO 2 

Input 2 

テレビ 

TV 

ラスト 

Last 

AUX 

Last 

FM 

Last 


ON STANDBY 

〇 ® 函ハ 

o © ©> 
〇 © © 
© ® ® 




m 


o 


'w 


PLAY MODE SPA 


O SOB O 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 
^KREcij} {^lEHEpj) (tsoRR^l (( DSP^) 
REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

_ LEVEL LEVEL 

CPENVLOSE VIDEOOfF _ 


3.4 

2.5 



AMP ポタンを押してから、 
INPUT SELECTOR ポタンを 
押して「入カソース」を選ぶ 

設定を変更する入カソースを選びます。 


セットアップ 

ビ SETUP ポタンを押す 




▲/ ▼ポタンを押して 

インプツトセツト 

「4. Input Set 」 を選び、 

エンター 

ENTER ポタンを押す 


4 



▲/ ▼ポタンを押して 「 D 4」 を 
選び、 ◄/ ►ポタンで設定を選ぶ 

入カソースに対して、映像機器を接続し 
た端子を選びます。 

Input 1:映像機器を D 4 VIDEO 
INPUT 1端子に接続した 
インブ外 場合に選択します0 

Input 2 :映像機器を D 4 VIDEO 
INPUT 2端子に接続した 
^ 場合に選択します。 

Video : VDEO または S VIDEO 端 
子に接続した機器の映像 
を、 D 端子接続から出力す 
る場合に選択します。 
Last : 直前に選んでいた機器の映 
像をそのまま継続したい場 
合に選択します。 



• Last に設定すると、入力を切り換えても 
モニターに映像が残ります。 VIDEO 2を 
Last に設定した場合、 DVD を再生してか 
ら入カソースを VIDEO 2に切り換えると、 
DVD の映像を見ながら VIDEO 2に接続 
した機器の音楽がお楽しみいただけます。 



SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 



































映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


接続した機器を再生する 




— m 象または 
本体 


演奏する機器を選ぶ 



本体の INPUTS / ►ポタンを押します。 

アンプ インプット セレクター 

または、リモコンの AMP ボタンを押してから 、 INPUT SELECTOR ボタン 



を押します。 



リモコンの VI 、 V 2 ボタンは 、 VIDEO K VDE 〇2を表しています。 


リモコン 


乙 選んだ機器の演奏を始める 

DVD プレーヤーなど映像機器を再生する場合は、テレビなどモニターの入力 
を切り換える必要があります。 

また、 DVD 対応のゲーム機などの再生機器で音声出力設定が必要な場合もあ 
ります。 


3 



本体 


または 



リモコン 


f 体の MASTER V 〇 LUME つまみ、またはリモコンの 
VOLA/ ▼: 

音量は基本的 I 

1^03 


VOLA / ▼ボタンで音量を調整する 

音量は基本的に Min • 1 • 2……78 • 79 - Max までの範囲で調整できます。 


本機はホームシアターでお楽しみいただく製品ですので、ボリューム値を細かく 
設定できるように音量幅を大きく持たせています。 

お好みで調整してください。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


DIMMER ポタン 



-時的に音量を小さくする 


表示部の明るさを変える 


U モコンの AMP ポタンを押してから、 
MUTING ポタンを押す 

表示部に 「 MUTING 」 が点滅します。 

□ VD モードのときでも使用できます。 

■解除するには 

もう一度 MUTING ポタンを押してください。 

(音量を変えたり、 STANDBY ボタンを押した場合にも解 
除されます。） 


スリープタイマーを使う 


リモコンの AMP ポタンを押してから、 
st U E _ EP ポタンを押す 

匕ぺ 、 「Sleep 90 min 」 が表示され、90分後にス 
タンバイ状態になります。 

ボタンを押すたびに10分単位で設定時間が 
短くなります。 

•スリープタイマー IS 定中は SLEEP インジケーターが点灯 
します。 



■残り時間を確認するには 

スリープタイマーが予約されているときに SLEEP ボタンを 
押すと、スタンバイ状態になるまでの残り時間が表示され 
ます。ただし、残り時間が10分以下のときに再び SLEEP 
ボタンを押すと、スリープタイマーは解除されます。 

■スリープタイマーを解除するには 

SLEEP インジケーターが消えるまで、くり返し SLEEP ボ 
タンを押すか、一度スタンバイ状態にしてから再度電源を 
入れるとスリープタイマーは解除されます。 


表示部の明るさを変えることができます。 



U モコンの AMP ポタンを押してから、 
DIMMER ボタンを押す 

押すたびに以下のように明るさが変わります。 

I - ►-やや暗い一►暗い一 ► 暗い+インジー 
ケーター消灯 

-通常-- 


ヘッドホンで閭< 



フォーンズ 

PHONES 5 晶子にへッドホンのステレオ標準プ 
ラグを接続する 

• 接続する時は音量を下げてください。 

スピーカーからの音が消えます。 

•「 Direct 」 以外のリスニングモードを選択している場合 

は、へッドホンを接続すると自動的に 「 Stereo 」 にな 
り、ヘッドホンのプラグを抜くと元のリスニングモード 
に戻ります。 

•マルチチャンネル入力を選んでいるときは、左右フロン 
トチャンネルの音声のみ聞こえます。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


FM 放送を聞く 


周波数をあわせる 


2 1 





本体 リモコン 


本体の INPUTS / ►ポタンを押して 「 FM 」 を選ぶ 

またはリモコンの AMP ポタンを押してから、 TUN ポタンを押す 


2 



本体 リモコン 


本体の TUNING ^/ ►ポタンまたはリモコンの TUN +/— ボタンを 
押して周波数を合わせる 

•表示部に 「 AUTO 」 表示が点灯していないときは、0.05 MHz ずつ周波数が変わ 
D ます。 

•表示部に 「 AUTO 」 表示が点灯しているときは、放送局を見つけるまで自動で周 
波数が変わります。 



• リモコンの TUN M ボタンを押すと、 「 AUTO 」 の点灯/消灯を切り換えることができ 
よ9 〇 

• FM 放送受信時に 「 AUTO 」 を消灯すると、強制的にモノラル受信となります。 


アンテナの調整をする 


FM 室内アンテナを調整して固定する 

FM 放送を聞きながら FM アンテナの調整をします。 



アンテナの方向を変えて受 
信状態が良好になるように 
設置場所をみつける。 


❷ 



画びようなどでアンテナの 
先を軽くはさんで止める。 

し思 

画びようでを使うときは、指 
先などにけがをしないように 
注意してください。 


はずれてしまう場合は、アンテナ 
の先端を結ぶと止めやすくなりま 
す0 


7 * 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 



放送局を登録する 


登録したい放送局の周波数を表示 
する 



プリセツトメモリー 

P MEM ポタンを押す 

MEMORY インジケーターが点灯し、登録 
するチヤンネルが表示されます。 



チヤンネル 


別のチヤンネルに登録する場合は CH +/_ 
ボタンで変更できます。 


登録した放送局を聞く 


■ 

! 

TUN ボタンを押す 

4 

? 

DISC I ド-、 

し 

CH + /_ ポタンを押して登録し 
た放送局を 選ぶ 

登録した放送局を削除する 


■ 

f 

し 

CH + / — ボタンを押して削除し 
たいチヤンネルを表示する 



P MEM ポタンを押す 

イレーズ 

「 Erase 」 表示が点滅します。 

U —— 



「 Erase 」 表示が点滅している間 
に 、 P MEM ポタンを押す 

登録した放送局が削除されます。 



P MEM ポタンを押す 

放送局が登録されます。 


放送局は最大30局まで登録することができます。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


リスニングモードを使う 

リスニングモードを選ぶ 



3 1 



本体で操作する 


リモコンで操作する 


1 

，::あ 

INPUTS / ►ボタンを押して、再 
生する機器を選ぶ 

2 

選んだ機器を再生する 

3 

% 

USTENING ボタンを（くり返し） 
押して、リスニングモードを選ぶ 




INPUT SELECTOR ポタンを押 
して、再生する機器を選ぶ 


Z 選んだ機器を再生する 

O AMP ボタンを押してから、 



AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 
^»REC^) 《 SURH 》 I^DSP 



USTENING ボタンを押して 
リスニングモードを選ぶ 


ダイレクト 


DIRECT : 


リスニングモードを「ダイレクト」に切 
り換えます。 


STEREO : 


リスニングモードを「ステレオ」に切り 
換えます。 AAC の音声多重信号が入力さ 
れているときは、主音声と副音声を切り 
換えます。 

サラウンド 

SURR : 


Dolby Digital や DTS のリスニングモード 
に切り換えます。40ページの Dolby 
Digital/DTS/AAC の設定によってリス 
ニングモードが変わります。マルチチヤ 

ンネル入力のときは、 「Tone On」 に設定 
することができます。 


DSP : 


「Mono」 およびオンキヨー独自のリスニン 


オーケストラ 


グモード 「 Orchestra 」、「 U 叩 lugged 」、 

スタジオミックス □ジッタオールチヤンネルステレオ 


rstadio-MixJx「TV Logic」、「All Ch St」 
の中から選びます。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


入力信号の種類と対応する U スニングモード 


スピーカー 条件の項について 

•2 ch 以上：どのようなスピーカ受定でも選択できます。 

• 3 ch 以上：センターまたはサラウンドのどちらかのスピーカーを設定していれば選択できます。 

• 4 ch 以上：サラウンドスピーカーを設定していれば選択できます。 

• SurrBk 有り：サラウンドバックスピーカーが 「 Small 」 または 「 Large 」 に設定されている場合に選択できます。 
◎ : Dolby Digital / DTS / AAC の設定をする」が 「 On 」 に設定されている場合に選択できます。 

〇 ： 「Dolby Digital / DTS / AAC の設定をする」が 「 On 」 もしくは 「 Auto 」 に設定されている場合に選択できます。 


使 

用 

す 

る 

ボ 

夕 

ン 

Input Signal 
Format 

PCM/ 

アナログ 

PCM 

96kHz 

Dolby Digital 

DTS 

AAC 

3/2.1 など 

(ステレオ） 

(モノラル） 

3/2.1 など 

(ステレオ） 

96/24 2 

DTS-ES 

3/2.1 など 

(ステレオ） 

1+1 

(モノラル） 

主な ソース 

カセット、 CD 、 
ビデオ、ラジオ、 
丁レビ、 LD など 

DVD 

96k/24bit 

など 

DVD ビデオなど 

DVD ビデオ、 LD 、 

CD など 

巳 s デジタル放送など 

リスニングモード 

スピーカー 条件 

DIRECT 

Direct 

2ch 以上 

• 

• 












〇 

山 

DC 

山 

1— 

CD 

Stereo 

2ch 以上 













• 

Main+Sub 

2ch 以上 












參 


Main 

2ch 以上 












• 


Sub 

2ch 以上 












• 


Q 

Z 

D 

〇 

DC 

DC 

D 

CO 

0—1 

Q 

• PLII movie 1 

3ch 以上 

• 



參 



• 




• 



• PLII music 1 

3ch 以上 

• 



• 



• 




• 



• PLII game* 1 

3ch 以上 

翁 



參 



• 




參 



2x 

D_ = 

• PLIIx movie 

Suit 巳 k 有 D 

• 



• 



• 




• 



• PLIIx music 

Surr 巳 k 有 D 

• 


◎ 

參 


◎ 

• 



◎ 

翁 



• PLIIx game 

Suit 巳 k 有 D 

• 



參 



• 




• 



Neo:6 Cinema 

3ch 以上 

• 













Neo:6 Music 

4ch 以上 

翁 













Dolby Digital 

3ch 以上 



參 


• 









Dolby Digital EX 

Suit 巳 k 有 D 



〇 











DTS 

3ch 以上 






• 



• 





DTS 96/24 

3ch 以上 








• 






DTS-ES Discrete 

Surr 巳 k 有 D 









(Discrete) 





DTS-ES Matrix 

Suit 巳 k 有 D 









(Matrix) 





DTS+Neo:6 

Surr 巳 k 有 D 






◎ 


◎ 






DTS+Dolby EX 

Surr 巳 k 有 D 






◎ 


◎ 






AAC 

3ch 以上 










• 



• 

AAC+Dolby EX 

Surr 巳 k 有 D 










◎ 




A 

CL 

CO 

Q 

CL 

CO 

Q 

V 

Mono 

2ch 以上 

• 













才 

の 甲 
D 丨 
S 

P 

Orchestra 

4ch 以上 

• 













Unplugged 

4ch 以上 

• 













Studio-Mix 

4ch 以上 

參 













TV Logic 

4ch 以上 

• 













All Ch St 

4ch 以上 

• 














1:サラウンドバックスピーカーを接続しているときは 、 Dolby Pro Logic II - Dolby Pro Logic llx になります。 

2 : DTS の 96 kHz 24 bit 対応の信号を再生する場合、リスニングモードがステレオまたは DTS 96/24 のときは 96 kHz 

として、それ以外のリスニングモードを選んだときは DTS の 48 kHz として処理されます。 

3 : 「 DTS 96 Ste 「 eo 」 と表示されます。 


ディスプレイ 


入力信号の種類は、 DISPLAY ボタンを押して表示部で確認することができます。（@44ページ) 


—聴きたいリスニングモードが選べない- 

•デジタル接続はしましたか？（瞭19〜23ベージ） 

ドルビーデジタルや DTS のリスニングモードを楽しむときは、デジタル接続をする必要があります。 

• ドルビーデジタルや DTS のリスニングモードは、それらの信号が入力されたときのみ選ぶことができます。 

• 再生機器側のデジタル出力設定は、正しいですか？ 

再生機器側のデジタル出力設定が PCM になっている場合があります。再生機器側で他の信号も出力するように設定 
してください。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


ジスニンクモー ドの種類について 


本機のリスニング モー ドを使うと、お部屋にいながら映画館 
やコンサートホールなどの臨場感あふれる雰囲気を味わつ 
て頂けます。本機には以下のリスニング モー ドがあります。 


下のイラストは、そのリスニング モー ド時に出力される 

スピーカー を表します。 


do 

センター 

右フ□ント 


スピーカー 

サブウーファー 

^ d 

右サラウンド 

左サラウンド 

サラウンド 

スピーカー 

パックスピーカー 

スピーカー 


Direct □□□口 

左右フロントスピーカーからのみ出力されます。もともとの 
音源に手を加えない、ピュアな音をお楽しみいただけます。 

ノラル ■ [=] ■ 

Mono □□口 ■ 

モノラ)レ信号で収録された古い映画を再生したり、2言語が 
記録されているソースを左右のチヤンネルを独立して再生 
するモードです。 DVD などに記録された音声多重のサウン 
ドトラックを再生できます。 


Stereo □□口 _ 

左右フロントスピーカーとサブウーファーから出力されま 
す。 

ドルビー プロ □ジック 

Dolby Pro Logic II = = :■ 

2チヤンネルで収録されたソースを 5. 1チヤンネルで再生す 
るモードです。映画に最適な Movie モード、音楽再生に最適 
な Music モードとゲームに最適な Game モードの3つの 
モードが選択できます。 Movie モードでは、従来モノラル 
で帯域の狭かつたサラウンドチヤ ンネ )レがステレオ再生に 
なり、それぞれ独立した音を出すため、より移動感のある 
再生が楽しめます。 DOLBY SURROUND 1 マークのついた VHS や 
DVD ビデオ、または一部のテレビ番組再生時に楽しむこと 
ができます。また、 Music モードでは、2チヤンネルの音 
楽に対しても自然な音場感をサラウンドチヤンネルより再 
生します。 CD などのステレオ音楽や、ライブを記録した 
DVD にも適しています。 Game モードでは、ステレオ入力 
されたゲーム機の音声から立体感のある音場を作り出しま 
す0 


Dotby Pro Logfc I lx III- 

PCM 96 kHz 以外の 2 チヤンネルで収録されたソースを 6.1 
チヤンネルで再生するモードです。明瞭なサウンドはその 
ままに、かってないほど自然でなめらかなサラウンド体験 
が得られます 。 Movie モー ドでは、 nniPOLBY SURROUND I マー ク 

のついた VHS や DVD ビデオ、または一部のテレビ番組再 
生時に楽しむことができます。 Music モードでは CD などの 
ステレオ音楽やライブを記録した DVD に適しています。ま 
た、 Music モードでは 5.1 チヤンネルで収録された音楽を 
6.1 チヤンネルで再生することができます。 Game モード 
では、ステレオ入力されたゲームなどに適しています。 


Neo :6 Zmm a 

2チャンネルで収録されたソースを 6. 1チャンネルで再生す 
るモードです。6チャンネルすべてに広い周波数帯域が確保 
され、チャンネル間の独立性も優れています。映画に最適 
な Cinema モードと音楽再生に最適な Music モードの2つ 
のモードがあります。 Cinema モードでは、 6.1 チヤンネル 
のソースとしてリアルな移動感にあふれたサラウンドが再 
現されます。音声がステレオの VHS や DVD ビデオ、テレ 
ビ番組に使用します。 Music モードでは、サラウンドチャ 
ンネルを使用することで通常のステレオ出力では得られな 
い自然な音場を生み出します。2チャンネルの音楽に対して 
も自然な音場感をサラウンドチャンネルより再生します。 
Music モードは音声がステレオの CD などに適しています。 

ドルビー デジタル 

Dolby Digital " " 

劇場やコンサートホールさながらの臨場感あふれるサウンド 
が体験できるサラウンドモードです。 9 ?^マークのついた 
DVD 、 LD などの再生時に楽しむことができます。 

Dolby Digital EX III- 

5•1 チャンネ J レに背面のサラウンドバックチャンネノレを増や 
し、 6.1 チャンネルにすることで、より空間表現力を高め、 
360度の回転や頭上を通過するような移動音効果をリアル 
に体感できます。サラウンドバックチャンネルの音声は左 
右サラウンドチャンネルに振り分けられるため、通常の 5. 1 
チャンネル環境で再生することも可能です。 5.1 チャンネル 
で記録されたマークのついた DVD , LD の再生時に 
楽しむことができます。 


□TS : 

限りなく原音に忠実なサラウンドを再現するデジタルサラ 
ウンド方式です。完全に分離させた 5. 1チヤンネルで膨大と 
なる音声データを、可能な限り原音に近い状態で圧縮した 
デジタルデータです。極めて高音質の音声を提供します。 
再生するには DTS 出力が可能な DVD プレーヤーが必要で 
す。駿|マークのついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽 
しむことができます。 


DTS 96/24 

F rffff 「 マークのついた CD 、 DVD 、 LD などに使用でき 
るリスニングモードです。きめ細やかな音声をお楽しみい 
ただけます。 


DTS-ES Discrete - - -■ 

DTS にサラウンドバックを追加した、 6. 1チヤンネ J レサラ 
ウンドです。 DTS 6.1 チヤンネル収録ソフトに対応してい 
ます。 

追加されたサラウンドバックチヤンネルを含めて 6. 1チヤン 
ネルすべてが完全に独立してデジタル記録されているた 
め、立体感、移動感などがより鮮明に再現できます。 
Caii のついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽しむこ 
とができます。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


DTS-ES Matrix III- 

DTS にサラウンドバックを追加した、 6. 1チヤンネルサラ 
ウンド。 DTS 5.1 チヤンネル収録ソフトを 6.1 チヤンネル 
再生します。 

DTS 5. 1チヤンネル収録ソフトにはサラウンドバックチヤ 
ンネルの情報も組み込まれているため、それぞれのチヤン 
ネルを 6. 1チヤンネルに復元して再生します。 

ES 固マークのついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽 
しむことができます。 


DTS + Neo:6 ZZZ m 

DTS の 5. 1チヤンネルで収録されたソースを Neo :6 技術を 
使って 6.1 チヤンネルで再生します。■マークゃ Prnftr 
マークのついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽しむこと 
がでぎます。 

ドルビー _ ■ ■ 

DTS + Dolby EX ::: ■ 

DTS の 5.1 チヤンネルで収録されたソースを Dolby EX 技 
術を使って 6.1 チヤンネルで再生します。 

廢|マ— クや FTWHT マークのついた CD 、 DVD 、 LD な 
どを再生時に楽しむことができます。 


■オンキヨー独自のリスニングモード （ DSP ) 

アナログ信号や CD などの PCM 信号を再生しているときに 
楽しむことができます。 

オーケストラ _ n _ 

Orchestra ■ ■ ■ ■ 

クラシックやオペラに適したモードです。 

センターチャンネルをカットするとともに、音声イメージ 
が全体に広がるようなサラウンド感を強調。 

大ホールで聞いているような自然な響きが楽しめます。 

アンプラグド „ _ _ 

Unplugged ■■■_ 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適したモード 
です。フロントの音場イメージを重視することで、あたか 
もステージの前で聞いているような音場イメージをつくり 
ます。 

スタジオミックス 

Studio-Mix HI- 

ロック、ポピュラーミュージックなどに適したモードで 
す。パワフルな音響イメージを再現した臨場感あふれるサ 
ウンドは、あなたをあたかもクラブ八ウスにいるような気 
分にするでしよう。 



MPEG -2 AAC 方式で圧縮されたデジタルデータで、最大 
5. 1チヤ ンネ) レのサラウンド音声を提供します。 

BS デジタル放送などの AAC ソースを再生するために使用 
します。 


ト ルビー --- 

AAC + Dolby EX III- 

MPEG -2 AAC 方式で圧縮されたデジタルデータを 6.1 チヤ 
ンネルで再生します。 


TV Logic ：：：■ 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送に適した 
モー ドです。 

局のスタジオにいるような臨場感を高めます。すべてのサ 
ラウンド音声を強調し、会話音声を明瞭にします。 

オールチヤンネルステレオ 

All Ch St ZZZ U 

巳 GM として音楽をかけるときに便利なモードです。すべて 
のチヤンネルでステレオ再生しますので迫力ある音場をお 
楽しみ頂けます。 


39 












映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


ドルビー デジタル 

Dolby Digital / DTS/AAC の設定をする (サラウンドバックスピーカーを使用しているときの設定) 


サラウンドバックスピーカーを使用しているとき 、 Dolby 
Digital ソース /DTS ソース /AAC ソースを 6.1 チヤンネル 
再生するか 5. 1チヤンネル再生するかを設定することができ 
ます。この設定は、それらのソースを再生しているときし 
か設定できません。 


1 

/ MP ボタンを押してから SETtip 
ポタンを押す 

2 

'參, 

▲/ ▼ボタンを押して「5. Audio 
AdjJ を表示させ、 ENTER ボタ 
ンを押す 

r .. -... ，- .. 



▲/ ▼ボタンを押して 
rSurrBk : On 」 を表示させる 

4 

◄/ ►ポタンを押して、設定を選ぶ 

5 

SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 


ドルビー デジタル ドルビー デジタル 

Dolby Digital/Dolby Digital EX 


On :ドルビーデジタルの識別信号の有無にかかわら 
ず、 6.1 チャンネル再生をします。 

リスニングモードは 、 Dolby Digital EX と PLIIx 

Music を選ぶことができます。 

Off :ドルビーデジタルの識別信号があるディスクでも 
Dolby Digital ©. 1チャンネル)再生を行います。 

Auto :ドルビーデジタルの 6.1 チャンネル識別信号があ 
るときは 、 Dolby Digital EX に切り換わり、 6.1 
チャンネル再生をします。 

ドルビーデジタルの識別信号がないときは、 
Dolby Digital (5_1チャンネル）再生をします。 

ご注意 

再生する信号にサラウンドチャンネルの情報がない、またはモ 
ノラルのときは、上記の設定をしても Dolby Digital (5.1 チャ 
ンネル）再生になります。 

DTS / DTS-ES Disc 「 ete / DTS-ES Matrix 


Auto : EHil があるディスクを再生するときは、 DTS - 
ES Discrete 6.1 または DTS-ES Matrix 6. 1に 
切り換わり、 6.1 チャンネル再生をします。 
Eiaiil がない場合は DTS (5.1 チャンネル)再生 
になります。 

On : E 33 ii の有無にかかわらず、 6.1 チャンネルを 
再生をします。 EHii があるディスクを再生す 
るときは、 DTS-ES Discrete 6_1または DTS - 
ES Matrix 6_1に自動的に切り換わります。 
EHii がない場合は、 DTS + Neo :6、 DTS + 
Dolby EX または PLIIx Music に切り換えること 
がでぎます。 

Off : ECaii があるディスクでも DTS (5.1 チャンネ 
ル)再生を行います。 

AAC / AAC + Dolby EX 


Off : AAC ソースを 5. 1 チヤンネル再生 ( AAC ) します。 

On : AAC ソースを 6.1 チヤンネル再生 ( AAC+Dolby 
EX ) します。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（基本編) 


主音声と副音声を切り換える 


ON STANDBY 

Q > (0 戀”讎 

© © ® Qh 
© © © 

© © © Qh 
趣 ®® ©r 

TONE MODE 

©—©—© g - 

(Tdvd^ rwii (Tvni 

INPUT SELECTOR liMn 

DIMMER Sl£EP 

If 

PUYMODE SPA SPB RANDOM 

O QEB O 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 

REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

^^1 f^l 

LEVEL LEVEL 

qm^hoho 

OPBICLOSE VIDEO OfF 

^3> 


AAC 信号の音声多重放送が入力されているとき、主音声と 
副音声を切り換えることができます。 

DISPLAY ボタンを押して、表示部に音声の数が「1 + 1」 
と表示されたら音声多重放送です。 



AMP ポタンを押してから、 
STERE 〇ボタンを押す 


STEREO ボタンを押すたびに、以下のよ 
うに切り換わります。 


C 


Main ( 主音声 ) 一 ► Sub ( 副音声 ）- 


Main+Sub ( 主音声 + 副音声） 


MAIN :音声多重放送で、左右ス 
ピーカーから 主音声が出力 
されます。 

SUB :音声多重放送で、左右ス 
ピーカーから 副音声が出力 
されます。 

MAIN+ :音声多重放送で、左スピー 
SUB 力一から主音声、右スピー 
カーから副音声が出力され 
ます。 



本体の LISTENING ボタンでも操作することができます。 

ご注意 

• PCM の音声多重信号は、本機での主音声.副音声の切り換え 
ができませんので、再生機器側で切り換えてください。 

また、再生機器側で主音声•副音声を切り換えても、デジタ 
ル出力には反映されない場合があります。この場合、本機と 
アナログ接続をしてから、再生機器側で音声の切り換えを 
行ってください。 

• BS デジタルチューナーや地上デジタルチューナーで AAC の 
音声多重信号を受信しているのに、本機で主音声 • 副音声の 
切り換えができないとき、チューナー側のデジタル出力設定 
が PCM 出力になっている場合があります。このような場合 
は、チューナー側で設定を変更してください。 
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映画 • 音楽を鑑賞する（応用編) 



ボタン ポタン 


スピーカーの 韻を一時的に調整する 


再生中、一時的に各スピーカーの音量をお好みに調整する 
こともできます。本機をスタンパイ状態にすると解除され 
ます。 



AMP ポタンを押してから、 
CHSEL ボタンを押して、調整す 
る スピーカーを 選ぶ 



接続していないスピーカーは調整できませ 
ん〇 



LEVEL +/- ポタンを押して、音 
量を調整する 

-1 2~+12の範囲で調整できます。 


レ (温 ィ- 


劇場用に作られた映画音声は大きな音と小さな音の差が大 
きいため、環境音や人の会話などの小さな音を聞くには音 
量を上げる必要があります。レイトナイト機能は音量幅を 
小さくすることができるため、全体の音量を上げずに小さ 
な音も聞こえます。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞す 
るときに便利です。 

この機能は、本機をスタンノ（イ状態にすると解除されます。 


♦ 

(Sght51 


b AMP ボタンを押してから、 

1 NIGHT ポタンを(くり返し)押す 


Off :レイトナイト機能をオフにし 
ます。 

Low :音量幅を小さくします 0 
High :音量幅をさらに小さくします。 


ご注意 


•レイトナイト機能は、ドルビーデジタル 
ソフトにのみ効果があります。 

•レイトナイト効果は、ドルビーデジタル 
ソフトによって効果が少なかったり、効 
果がない場合もあります。 



オーディオアジヤストメニューから設定することもできます。 
(瞭 52 ぺ ージ） 


シネマフイルター機能を使う 


高音域が強調されたサウンドトラックをホームシアター用 
に補正します。フロントスピーカーからの高音域が強すぎ 
る場合に設定します。シネマフィルターの設定は、リスニ 
ングモードがドルビーデジタル、ドルビーデジタル EX 、 ド 
ルビープロ ロジック II ムービー、ドルビープロ ロジック 
llx ムービ ー 、 DTS 、 DTS - ES 、 DTS + Neo :6 、DTS 
Neo :6 シネマ 、 DTS 96/24 、 DTS + Dolby EX 、 
AAC 、 AAC+Dolby EX の場合に働きます。 


AMP ポタンを押してから、 

シネマフイルター 



CINE F じ TR ポタンを（くり返し) 
押す 


On :高音域の補正をします。 



Off :シネマフイルター機能をオフ 
にします。 



オーディオアジヤストメニューから設定することもできます。 
(瞭 52 ぺ ージ） 
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映画 • 音楽を鑑賞する（応用編) 


マルチチヤンネル接続した機器を再生する 


DVD プレーヤーとマルチチャンネル接続をしている場合、 
DVD オーディオやスーノ オーディオ CD などの再生をお 
楽しみいただけます。20ページの通り正しく接続されてい 
ることを確認してください。 

マルチチヤンネル再生をする 



INPUT SELEC jOR の DVD ポタ 
ンを押す 

入力が DV □に切り換わります。 


AMP ポタンを押してから、 
SETUP ボタンを押す 

アナ□グマルチチャンネル再生をする設 
定をします。 


▲/ ▼ポタンを押して 
「4. Input Set 」 を選び、 
ENTER ボタンを押す 



4 

r 痛 > 

▲/ ▼ボタンを押して 「 Audio 」 

を選び、◄/►ポタンで 「 Multi 」 
に設定する 

f :;; ： s ., ： 


5 

SETUP ボタンを押す 

設定を終了します。 

6 

DVD プレーヤーを再生する 

ご注意 


マルチチヤンネルダイレクト 

「 Multi 」 を選ぶと、リスニングモードは 「MLT Direct 」 にな 
ります。 


マルチチャンネル再生時の 
ス ピーカー音量を調整する 


マルチチャンネル音声を再生中、各スピーカーの音量をお 
好みに調整することができます。 




AMP ポタンを押してから 

チヤンネルセレクト 


CHSEL ボタンを押して、調整す 
る スピーカーを 選ぶ 


CH SEL ボタンを押すたびに、次の順で 
スピーカー が切り換わります。 


左フロントスピーカー-►センタースピーカー 

t i 

サブ ウーファー 右フロントスピーカー 

t i 

左サラウンド スピーカー —右サラウンド スピーカー 



LEVEL +/— ポタンを押して、音 
量を調整する 

スピーカーは一 12 〜 +12 、 サブ ウーファー 
は一30〜+12の範囲で調整できます。 


ご注意 

—* 

マルチチヤンネ)レ音声の各スピーカーレべ>1レは、29ページのテ 
ストトーンで設定するスピーカーレベルとは異なります。マル 
チチヤンネル再生以外での再生時には反映されません。 




































映画 • 音楽を鑑賞する（応用編) 


表示を確認する 


ディスプレイ 

DISPLAY 

ポタン 



RANDOM 

DO 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 

(roirecnl ^3URR)1 《DSP 

REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

(^ 3 ) 1 ^ 3 ) 

LEVEL LEVEL 

OPEMOOSE VIDEO OFF 

O' iS 


AMP ポタン 


• 入力信号がアナログのとき 

入カソースと音量 - ► リスニングモード 



• 入力信号が PCM のとき 


I ~ ► 入カソースと音量- 

I —サンプリング周波数 510 


サンプリング周波数 

一 入カソースと 
リスニングモード 


*1 




• 入力信号が PCM 以外のデジタル信号のとき 



入カソースと音量--リスニングモード 

-入力信号とフォーマツト 5141 ’ 2 ^- 




A B C 


+1 入力信号にプログラム情報がないときは、表示されませ 
ん。サンプリング周波数やフォー マツ ト表示状態で、約 
3秒経過すると、元の表示に戻ります。 




AMP ポタンを押してから、 

ディスプレイ 

DISPLAY ポタンを押す 

• 入力されている信号により、表示され 
る内容は異なります。 

• DISPLAY ボタンを押すたびに、表示 
内容が右記のように切り換わります。 



ディスプレイ 

本体の DISPLAY ボタンでも操作できます。 


フォーマット表示の意味 

A :入力信号に含まれているフロントチヤンネルの数 
3: 左フロント、センター、右フロントスピーカーの3 
チヤンネル 

2:左フロント、右フロントスピーカーの2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 

B :入力信号に含まれているサラウンドチヤンネルの数 
3: 左サラウンド、右サラウンド、サラウンドパックス 
ピーカーの 3チヤンネル 

2:左サラウンド、右サラウンドスピーカーの2チヤンネル 
1:モノラル （1 チヤンネル） 

C :入力信号に含まれている LFE (低域効果音）の有無 
1:あり 
:なし 

たとえば、「3/2.1」と表示された場合は、フロント3 
チヤンネルとサラウンド2チヤンネル、それに LFE がそれぞ 
れ独立して記録されたソースで、 5. 1チヤンネルソースであ 
ることを表しています。 


• 入力信号が AAC のとき 



入カソースと音量一-リスニングモード 
-入力信号と音声の数^- 
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映画 • 音楽を鑑賞する（応用編) 


録音 • 録画する 


あなたが録音 • 録画したものは、個人として楽しむほかは著作権法上、権利者に無断で使用できません。 


ご注意 

•サラウンド効果は録音されません。 

• 著作権保護された DVD などは録音 • 録画できません。 

• マルチチヤンネル音声は録音できません。 

• 本機を通してデジタル録音することはできません。録音したい機器を直接、録音機器にデジタル接続してください。 

• 録音 • 録画中にソースを切り換えると、新しく選択されたソースが録音 • 録画されます。 

• DTS 信号をノイズとして録音 • 録画することになりますので、 DTS 対応の CD や LD をアナログ録音しないでください。 

• VIDEO 1 IN 端子に入力された画像や音声は、 VIDEO 1 OUT 端子に出力されません。 

再生しながら録音•録画する 異なるソースの音象を mm •録画する 


現在再生中の音楽や映画を録音 • 録画します。 


1 

，冬 

入力切換ボタンを押して録音•録 
画する機器（再生側）を選ぶ 

2 

録音 • 録画する機器（録音側）の 
準備をする 


•録音 • 録画する機器を録音待機状態に 
します。 

• 録音レベルの調整は録音機器で行って 
ください。 

•録音のしかたについては、録音 • 録画 
機器の取扱説明書をご覧ください。 

3 

録音 • 録画を始める 


録音 • 録画を開始し、手順 t で選んだ機 
器を再生します。 


あるソースの音を別のソースの映像に加えて、オリジナル 
ビデオが作成できます。 

以下の手順は、 AUX 端子に接続した CD プレーヤーの音声 
と VIDEO 2 INPUT 端子に接続したビデオカメラの映像を 
VIDEO 1 OUTPUT 端子に接続したビデオデッキで録音 • 
録画する例です。 


録音する機器（再生側）の準備を 
する 

例： VIDEO 2 INPUT 端子にビデオカメ 
ラを接続し、 AUX 端子に CD プレー 
ヤーを接続する。 


2 


ビデオ アウトプット 

VIDEO 10 UTPUT 5 龍子にビデオ 
デッキを接続する 



インプツト セレクター 

INPUT SELECTOR ポタンの 
rV 2 J ポタンを押し 、 VIDEO 2 
に入力を合わせる 



INPUT SELECTOR ポタンの 
「 AUX 」 を押す 

音声出力は AUX に変わりますが、映像出 
力は手順3で選んだ VIDEO 2のまま変わ 
りません。 

VIDEO 1 OUTPUT 端子に接続したビデ 
オデッキで録画を開始し 、 VIDEO 2 
IN P U T 端子に接続したビデオカメラと 
AUX 端子に接続した CD プレーヤーの再 
生を始めます。 

映像はビデオカメラから録画し、音声は 
CD プレーヤーから録音されます。 


ご注意 

録音できるのは、 TUNER 、 TV 、 AUX 端子に接続した機器の音 
声のみです。 



















設定をする（応用編) 



スピーカーの設定をする(応用 編) 



ス ピーカーの「有/無」と「大きさ」の設定 

スピーカーの「有/無」と「大きさ」を設定します。 

スピーカーの 大きさの目安 

目安としては、お手持ちのスピー 

W M 力一の ユニット 部が直径 16 cm 以 

))\ 上の場合は 「 Lrg 」、 それ以下の場 

ット醒 合は「踹」を選んでください。 



2 

4^ 

▲/ ▼ボタンを押して 

スピーカーコンフイグ 

「1 . SP Config (スピーカー環 
境)」を選び、 ENTER ボタンを押す 

fSubwfrJ の設定が表示されます。 


2~7 


ON STANDBY 
〇 © ^ 
〇 ©> © 

© ® <© 
® i © 

' 〇 -O-B 


m o 



RANDOM 

1> o 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 
《OIREdj } ^STBttpj) (^SUBRj) (f DSP ^ 
REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

^3) ^3> 

_ LEVEL LEV- 

OPEWCLOSE VIDEO OFF 一 


リモコンの AMP ポタンを押して 

セットアップ 

から、 SETUP ボタンを押す 



3 


4 


5 





◄/ ►ボタンを押して、 

サブウーファーの「有/無 J を選ぶ 

Yes :サブウーファーを接続している 

夫日ム 

No :サブウーファーを接続していな 
し、 


▼ボタンを押して 「 Front 」 を選 
び、 ◄/ ►ボタンでフロントス 
ピーカーの 大きさを選ぶ 

Sml :小型のフロントスピーカーを接 
続している場合 

Lrg :大型のフロントスピーカーを接 
続している場合 

ご注意 

•—»— 

手順3で「 N 0」を選択した場合、フロントス 
ピーカーは 「 Lrg 」 に固定されるため、この項 
目は表示されません。 


▼ボタンを押して 「 cl ^ ter 」 を 
選び、 ◄/ ►ポタンでセンタース 
ピーカーの 設定をする 

Sml :小型のセンタースピーカーを接 
続している場合 

Lrg :大型のセンタースピーカーを接 
続している場合 

Non :センタースピーカーを接続して 
一 いない場合 

ご注意 

手順 4 で 「 Sml 」 を選択した場合は、 「 Lrg 」 
は選択でぎません。 
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設定をする（応用編) 


6 



▼ポタンを押して 「 Surd を選 
び、 ◄/ ►ボタンで左右サラウン 
ドス ピーカーの 設定をする 

Sml :小型の左右サラウンドス ピー 
力一を接続している場合 
Lrg :大型の左右サラウンドス ピー 
力一を接続している場合 
Non :左右サラウンド スピーカー を接 
一 続していない場合 

ご注意 

手順 4 で 「 Sml 」 を選択した場合は、 
fLrgJ は選択できません。 


7 



▼ポタンを押して 「 SurrBk 」 を 
選び、 ◄/ ►ボタンでサラウンド 
パックス ピーカーの 設定をする 

Sml :小型のサラウンドパックス ピー 
力一を接続している場合 
Lrg :大型のサラウンドパックス ピー 
力一を接続している場合 
Non :サラウンドバック スピーカー を 
接続していない場合 

ご注意 


•手順6で 「 Non 」 を選択した場合は、こ 
の項目は表示されません。 

•手順6で 「 Sml 」 を選択した場合は、 
「 Lrg 」 を選択することはできません。 



SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 


マルチチヤンネル再生時やへッドホンを接続しているとき 
は、設定できません。 

ご注意 

ここでスピーカーの「有/寧」や「大きさ」を設定した後に、 
28ぺージの 「Speaker Detect 」 を実行した場合、ここでの 
設定は無効になりますので、ご注意ください。 








設定をする（応用編) 


低音域の管理設定(ク U スオー八一) 


各スピーカーから出る低音のバランスを良くするために、 
スピーカーの大きさにあわせて低音域の設定をします。 
目安としてサブウーファーがある場合は、フロントスピー 
力一のユニット部の直径を、サブウーファーが無い場合は 
ri.SPConfig (スピーカー環境)」（》46ページ）で最初 
に 「 Sml 」 に設定したスピーカーユニットの直径を目安 
にします。 

BASE-L55 でご使用の場合は、初期設定が最適値に設定さ 
れています。改めて設定し直す必要はありません。 


ユニット部の 

直径 

クロスオー八’一 
設定値 

20 cm 以上 

60 Hz 

16〜 20 cm 

80 Hz 

13〜1 6 cm 

100 Hz (初期設定） 

9〜1 3 cm 

120 Hz 

9 cm 以下 

150 Hz 


マルチチャンネル再生時やへッドホンを接続しているとき 
は、設定できません。 


2,3 



1,4 


1 

AMP ボタンを押してから、 
SETUP ポタンを押す 

2 

▲/ ▼ボタンを押して 「1 .SP 
Config (スピーカー環境）」を 
選び、 ENTER ボタンを押す 

； cp ； 〇 


3 

，春 

▲/▼巧タンを押して 
rxoverj を選び、◄/►ポタンで 
設定する 

クロスオーバー設定値を環境に合った数 
値に設定します。 

4 

SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 
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設定をする（応用編) 


視聴位置からスピーカーまでの距離を設定する (スピーカーデイスタンス） 


視聴位置からスピーカーまでの距離を設定します。 

距離を設定することで、それぞれのスピーカーから視聴位 
置までの音の届く時間を一定にし、ホームシアターをより 
快適にお楽しみいただけます。スタンノ（イ状態にしても記 
憶しています。 

マルチチヤンネル再生時やへッドホンを接続しているとき 
は、設定できません。 





1 

Ap ボタンを押してから sItOp 
ボタンを押す 

2 

，象 

% 

▲/ ▼ボタンを押して「2. SP 
DistJ を選び、 ENTER ポタンを 
押す 

-V; c', n : ....... , 


3 

DISPLAY ポタンを押して、設定 
する単位を切り換える 

m :距離をメー トルで設定する。 0.3 
^ m 単位で 9 m まで設定できます。 

ft :距離をフイートで設定する。 

1 ft 単位で 30 ft まで設定できます。 

4 

◄/►ボタンで 「 Front 」 の距離を 
設定する 

視聴位置から左右フロントスピーカーま 
での実際に近い数値に設定します。 



▼ポタンを押して 「 Center 」 を選 
び、 ◄/ ►ポタンで距離を設定する 



フロントスピーカーで設定した距離の±1 .5 
m の範囲で調整できます。 




▼ポタンを押して 「 SurrR 」 を 
選び、 ◄/ ►ポタンで距離を設定す 
る 


この手順をくり返し、「サラウンドバック 
スピーカー」「左サラウンドスピーカー」 
もそれぞれ視聴位置までの実際に近い数 
値に設定します。 



フロントスピーカーで設定した距離の 一 4.5 m 
から+ 1.5 m の範囲で調整できます。たとえ 
ば、フロントスピーカーを 6 m に設定した場 
合、1 .5 m から 7.5 m の範囲で調整できます。 



サブウーファー 

「 Subwfr 」 を 
◄/ ►ボタンで距離を設定す 


▼ポタンを押して 
選び、◄/►ボタン 
る 


フロントスピーカーで設定した距離の土1 .5 
m の範囲で調整できます。 


8 SETUP ポタンを押す 



すべての スピーカーの 設定が終わった 
ら、 SETUP ボタンを押して設定を終了し 
ます。 


ご注意 

n . SP Config (スピーカー環境)」の設定で、 「 No 」 または 
「 Non 」 を選択したスピーカーは、表示されません。 




























設定をする（応用編) 


音声入力の設定をする 


音声信号の撞類を選ぶ 


音声信号にはアナログ、デジタル、マルチチャンネルの3種 
類があります。 

それぞれの入力端子に接続している機器に合わせて、どの 
信号を再生するかを選択できます。 



して「入カソース」を選ぶ 

設定を変更する入カソースを選びます。 



AMP ポタンを押してから、 

セツトアップ 

SETUP ボタンをす 



▲/ ▼ポタンを s 押して 
「4. Input Set 」 を選び、 
ENTER ボタンを押す 


4 



▲/ ▼ポタンを押して 「 Audio 」 

を選び、 ◄/ ►ポタンで音声信号 
の種類を選ぶ 

オート 

Auto : 

デジタル信号を優先して再生します 
が、デジタル信号が入力されていない 
ときは、アナログ信号を再生します。 
デジタル接続をしており、デジタル入力 
端子が設定されている場合に選べます。 

マルチチヤンネル 

Multi : 

マノレチチヤンネ J レの音声を再生します。 
アナログマノレチチヤンネ J レ対応の DVD 
プレーヤーなどをマルチチヤンネル接 
続している場合に選びます。 

アナログ 

Analog : 

アナログ信号を再生します。1つの機器 
をアナログ/デジタルの両方に接続して 
いてもアナログ音声信号を再生します。 



SETUP ボタンを押す 

設定を終了します。 
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設定をする（応用編) 


デジタル入カモードを DTS、PCM に固定する 


「デジタル入力端子の設定 J ( W 30 ページ）でデジタル入力 
を割り当てた機器は、デジタル信号を優先して再生しま 
す。 DTS や PCM 信号の再生中にノイズや曲間の頭切れが 
気になる場合は、以下の設定をおすすめします。 


ON STANDBY 

0 Q 昼 1 

© © © 
© © © 
〇 ) ® <Q> 



is 

)E SPA SPB RANDOM 

CTB ◎ 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 
あ IRECtj } 《 STBttO 》《 SURR$ } (f DSP 免 
REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

^3) 

LEVEL LEV _ _ 

OPEWCLOSE VIDEO OFF 


インプツト セレクター 

INPUT SELECTOR ボタンを押 



して「入カソース」を選ぶ 

設定を変更する入カソースを選びます。 


2 



AMP ポタンを押してから、 

セツトアップ 

SETUP ボタンをす 


〇 ▲/ ▼ボタンを押して 



インプツトセツト 

「4. Input Set 」 を選び、 

エンター 

ENTER ボタンを押す 



4 



▲/ ▼ポタンを押して 
「 Format 」 を選び、◄/►ポタン 
でデジタル入力信号の種類を選ぶ 

オール 

All : 

入力される信号に適したデジタル信号 
を優先して再生します。デジタル信号 
が入力されていないときは、アナログ 
信号を再生します。 


DTS : 

All で DTS - CD を再生するとき DTS 信号 
を識別して読み取る間や、 CD の早送 
り、早戻しをするときのノイズが気に 
なる場合に選択します。 DTS 以外の音 
声が入力されても音は出ません。 

PCM : 

All で CD などの PCM の曲間で頭切れが 
気になる場合に選択します。 PCM 以外 
の音声が入力されても音は出ません。 

し a £ 思 

DTS 対応の CD や LD を再生するときは、 
必ず 「 All 」 または 「 DTS 」 を選択してく 
ださい。 「 PCM 」 を選択するとノイズが 
出力されます。 


5 


SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 




























設定をする（応用編) 



音響効果の設定をする 

A 

/^ー ンコント □ー ル ( Bass 、 Treble ) 

を調整する 

Audio Adjust メニュー 


「ダイレクト」以外のリスニングモード時に左右フロントス 
ピーカーのみ音質を調整することができます。 

リスニングモードや接続した機器によって音響効果をお好 
みに設定することができます。設定するリスニングモード 
にしてから、音質の調整を行ってください。 



• DV □のマルチチャンネル入_力を再生している場合は、 
AMP ボタンを押してから SURR ポタンを押して 「Tone 

On 」 と表示させると、 I ンコント□—ル機能が働くよ 
うになります。 




アンプ I 'ーン 

AMP ポタンを押してから TONE 



ボタンをくり返し押して、 
「 Bass (低音)」または 
「 Treble (高音)」を選ぶ 



+/_ポタンを押して、レベルを 
調整する 

お買い上げ時は「0」ですが、一1 2 dB ~+ 
1 2 dB の範囲内で 2 dB ずつ調整できます。 


@-h0h^ 


本体の TONE ボタン、 +/— ボタンでも操作で 
きます。 


■ トーンコントロール機能を解除するには 



D 旧 ECT ポタンを押す 

卜ーンコント□—ル機能が解除されます。 



1 

? T \ 

AMP ボタンを押してから、 
SETUP ポタンを押す 


▲/ ▼ボタンを押して「5. Audio 
Adj 」 を選び、 ENTER ポタンを押す 

:，こ.. :■ ... , .： 


3 

/等 

▲/ ▼ポタンで設定したい項目を 
選び、 ◄/ ►ボタンで調整する 

• 表示される Audio Adjust メニューは、 
リスニングモードによって異なります。 

4 

SETUP ポタンを押す 

設定を終了します。 
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設定をする（応用編) 


重低音を調整する 


ネオ ミュージック 

DTS Neo:6 Music 時の音質を調整する 



「1 .SP Config (スピーカー環境)設定 J ( 咳 46 ページ） で 
サブウーファーを 「Yes (有り）」にしていて、フロントス 

ピ _ 力 _ を 「 L 「 g 」 に設定している場合、サブウーファーを 
さらに強調させることができます。 


On :重低音を強調します。 
Off :重低音を強調しません。 


Mono 再生時の出力方法を設定する 


Mono In 


ステレオ音声をリスニングモード 「 Mono 」 で再生すると 
きの出力方法を設定します。初期設定は 、 「Mono L + R 」 
に設定されています。 

L+R :左右フロントスピーカーからそれぞれ同じ音 
声が出力されます。 

L :左チャンネルと右チャンネルにそれぞれ異な 
る言語が記録されたソースを再生する場合、 
左チャンネルの音声を左右フロントスピー 
力一に出力します。 

R :左チャンネルと右チャンネルにそれぞれ異な 
る言語が記録されたソースを再生する場合、 
右チヤンネルの音声を左右フロントスピー 
力一に出力します。 


ドルビー デジタル 

Dolby Digital のレイトナイト機能を使う 



42ぺージ「レイトナイト機能を使う」と同じ設定です。 

フロントスピーカーからの高音 mimt る 


Cine Fit 


42ページ「シネマフィルター機能を使う」と同じ設定で 
す0 



ミュージック 

「 DTSNeo :6 Music 」 は、2チヤンネルで収録されたソース 
を6チヤンネルで再生するリスニングモードで、左右フロント 
チヤンネルからいくらか差し引いた音声を使ってセンター 
チヤンネ ) レの音声を作り出します。どの程度音声を差し弓 I い 
てセンターチヤンネルのイメージを作るかを調整します。 
初期設定は「3」ですが、◦〜5の範囲で選択できます。 



• 「0」は左右のチヤンネルから半分 (-6 dB ) 差し弓 I いてセン 
夕ーイメージを作るため、より中央 ( こ寄つた感じになります。 
視聴位置が中央からかなりずれている場合に効果的です。 

• 「5」は左右のチヤンネルから音声が差し弓 I かれないため元の 
ステレオ音声のノ（ランスのまま出力されます。 


ドルビー プ〇 ロジック ミュージック 

Dolby Pro Logic II Music/Dolby Pro 
Logic I lx Music 時の音質を調整する 


ご注意 

»—»— 

Dolby Pro Logic llx Music で 5.1 チヤンネル収録されたソース 
を 6.1 チヤンネル再生するときは、これらの設定はできません。 


Panrma 


前方の音場を横方向まで広げることができます。 
初期設定は 「 Off 」 に設定されています。 

On :パノラマ効果をオンにします。 

Off :パノラマ効果をオフにします。 



音場を前方または後方へ移動させることができます。 
初期設定は「3」に設定されています。 



•「3」を中心に、2、1、〇にすると前方へ、4、5、6にする 
と後方へ移動します。 

• 広がり感がありすぎたり、サラウンドが強すぎる場合は音場 
を前方に調整するとパランスが良くなります。逆にモノラ 
ル感や音場が狭い感じの場合は音場を後方に調整するとバラ 
ンスがよ <なります。 



センタースピーカーの音の広がり幅を調整することができ 
ます 。 Dolby Pro Logic ll/Dolby Pro Logic llx では、セ 
ンタースピーカーがある場合はセンターチヤンネルの信号 
をセンタースピーカーからのみ出力します。（センタース 
ピ _ 力 _ がない場合は、左右フロントスピーカーに等分に 
振り分け、幻想のセンター音像を作ります。） 

この設定では、センター スピーカー と左右フロント スピー 
カーの配合を調整し、センターの音の重量感を調整するこ 
とができます。初期設定は「3」ですが、◦〜7の範囲で選 
択できます。 
























接続した製品を本機のリモコンで操作する(ぼビ》 ) 


本機に付属のリモコン （ RC -577 S ) で、他社の製品を操 
作することができます。操作するには、他機 （ DVD 、 テレ 
ビ）のリモコンコードを登録する必要があります。 


U モコンコー ドを登録する 


他機のリモコンコードを本機のリモコンの 「REMOTEMODE 
ボタン」に登録すると、本機のリモコンで他機を操作する 
ことができます。 

リモコンコード表は、55ページをご覧ください。 



リモート 
インジケーター 


オンキヨー製 DVD プレーヤーのコードを^5するときは… 

次の2種類のコード番号があります。 DVD プレーヤーの使 
用方法に応じて選択してください。 

5001 :オーディオ用ビンコードとケーブルの両 
方を接続している場合に使用します。初期設 
定は「5001」になっていますので接続 
している場合はこのままご使用ください。リ 
モコンは本機のリモコン受光部に向けて操作 
します。 

5002 :接続している DVD プレーヤーに端子がつ 
いていない、または FII ケーブルを接続して 
いない場合に使用します。 


1 

登録する他機のメーカー 
別リモコンコード （4 
桁）を55ページのリモ 
コンコード表で確かめる 

2 

REMOTE 

MODE 

STANDBY 

% 

登録レたい REMOTE 
MODE ボタンを押しな 
がら、 STANDBY ボタ 
ンを押す 

3 

o ® ® 
m > mw > 
m w > w > 
m 
\\ 

30秒以内に、数字ポタ 
ンで4桁のリモコンコー 
ドを入力する 

4 

他機を操作する 

登録した機器に向けて操作して 
ください。 

正しく動作しなし)場合は、もう一 
度 リモコンコー ドを入力し直してく 
ださい。複数の コー ドがある機器 
は、他の コー ドも試してくださし、。 


「 DVD 」 ポタンの初期設定の戻しかた 

「 DVD 」 ボタン、 「 TV 」 ボタンをそれぞれ初期設定に戻すときは、以下の操作をして 
ください。 _ 

1•初期設定に戻したい MODE ボタンを押しながら 、 TV (IAD) ボタンを押します。 
2. もう一度その MODE ボタンを押すと、初期設定に戻ります。 


REMOTE 

MODE 



リモコンを初期設定に戻すには 

お買い上げ時と同じ状態に戻すには、以下の操作をしてください。 

1. AMP ボタンを押しながら、 STANDBY ポタンを押します。 

2. もう一度 AMP ポタンを押すと、初期設定に戻ります。 
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接続した製品を本機のリモコンで操作する 

テ说モード 


ON/STANDBY 

ポタン 

数字ポタン 


TV MODE ポタン 

テレビインプツト 

TV INPUT ポタンー 1 


チヤンネル 

CH +/— ポタン 


PREV CH ポタンー J 



I/O ポタン* 

N ^ D h T ポタン* 

TV CH +/— ポタン* 
TV VOL ▲/▼ポタン* 


VOLA / ▼ポタン 


MUTING ポタン 


RANDOM 
) 〇 

AUDIO SUBTITLE ANGLE LASTM 

^^1 

REPEAT A-B SEARCH MEMORY 

^^1 ^^1 
_ LEVEL LEVEL 

WSlfCLOSE VIDEO OFF 

②戀 


1. TV MODE ポタンを押す 

または、テレビを m 录したリモコンモードボタンを押す 

2. 各操作ポタンを押す 

操作ポタン（リモコンコード記憶後） 
ON/STANDBY :テレビの電源 ON / 〇 FF 
TV INPUT :テレビの入力切換 
0，1〜9 :数字ボタン 

VOL A/v :テレビの音量調整 
MUTING :テレビのミューティング 

CH +/- :チヤンネル選択 

PREVCH :前のチヤンネルに戻る 
* のついたボタンは、どんなリモコンモードでち TV 
MODE ボタンに登録したテレビを操作できます。 
TV VOL ^/w :テレビの音量調整 

(上記 VOLA / ▼と同じ機能） 
チヤンネル選択 
(上記 CH +/- と同じ機能） 
TV の電源を入/切 
(±1 己〇 N/STANDBY と同じ機能） 
テレビの入力切換 
(上記 TV INPUT と同じ機能） 


TV CH +/- 


l / c !) 


U モコンコード表 複数のコード番号があるときは、1つずつ登録し、機器に合った方を選んでください。 


DVD ( DVD プレーヤー） 


ブランド名 

コード番号 

アイワ 

5010 

インテグラ 

5001,5002 

インテグラリサーチ 

5001,5002 

Apex 

5015, 5016 

デノン 

5017, 5020 

日立 

5009 

日本ビクター ( JVC ) 

5023 

ケンウッド 

5017 

マグナボックス 

5004, 5021 

マランツ 

5025, 5026 

三菱 

5005 

オンキヨー 

5001,5002 

パナソニック 

5011,5017, 5020 

フイリップス 

5004, 5021,5028 

パイオニア 

5006 

プ□スキャン 

5003 

RCA 

5003 

サン ヨー 

5012 

ソ ニー 

5007, 5013, 5018, 5029 

トムソン 

5022, 5024 

東芝 

5008, 5021 

ヤマ八 

5020 

Xbox 

5022 


• DVD プレーヤーの操作に使用できるポタンについては、 
13ページをご覧ください。 

•機器によっては、動作が異なる場合があります。 
•製品によっては、動作しない場合もあります。 


TV (テレビ) 


ブランド名 

コード番号 

富士通ゼネラル 

1070 

フナイ 

1009,1045,1048,1070 

日立 

1004, 1006, 1007,1013 
1027,1038,1062,1063 
1069 

日本ビクター ( JVC ) 

1007.1012,1013,1015 
1033 

三菱 

1004,1005,1006,1008 
1040, 1055,1058 

NEC 

1003, 1004,1005,1006 

Orion 

1029,1043,1048,1049 
1050, 1067,1068 

パナソニック 

1003, 1012,1014,1031 
1044, 1046,1051，1061 
1062,1069 

フィリップス 

1003,1004,1007,1008 
1014,1018,1019,1020 
1037,1038,1040,1053 
1059,1060 

パィオニア 

1004,1006,1027,1062 

サムスン 

1004, 1005,1006,1007 
1008, 1022, 1025, 1035 
1045, 1047, 1052,1056 
1060, 1063,1065 

サン ヨー 

1004,1010,1017 

シャ ー プ 

1004,1006,1007,1021 
1023, 1025,1026 

ソニー 

1002,1030,1032,1036 
1054 

トムソン 

1066 

東芝 

1010,1016,1017,1022 
1024,1039 
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困ったとぎは 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因がある場合もありますので、他機の取扱説明書も参照しながら 
あわせてご確認ください。 

•文章の最後にある数字は参照ページです。 

音声が出力されない/小さい 

• 接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

• 接続した機器の入力端子/出力端子に間違いがないか確認してください。 

• スピーカーコードの+/_は正しく接続されているか、スピーカーコードの芯線部分が本機のスピーカー端子の金属部 
で固定されているか確認してください。 （15) 

• 入力が正しく選択できているか確認してください。 (32) 

•ボリューム位置を確認してください。本機は基本的に Min …78,79 • Max まで調整できます。一般のご家庭で 
50前後までボリュームを上げていても、正常な範囲です。 （32) 

•表示部に “ MUTING ” と表示されている場合はリモコンの MUTING ボタンを押して解除してください。 (33) 

• へッ ドホンが接続されているとスピーカーからの音声が出力されません。 (33) 

• 接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては初期設定 
が OFF になっていることがあります。 

•音声信号の設定はされていますか。デジタル入力端子の設定を正しく行ってください。 （30) 

• フオノイコライザーを内蔵していないレコードブレーヤーは、フオノイコライザーを経由して接続してください。 

(24) 

• MC カートリッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアンプとフオノイコライ 
ザーが必要です 0 

• リスニングモードによっては音声の出力されないスピーカーがあります。 （39) 

•スピーカーの「有/無と大きさ」、「距離」、「音量」設定を行ってください。（28、29、46〜 49) 

特定の スピーカーから 音が出ない 


テスト!-ーンは出ますか？ 


リモコンの AMP ボタンを押してから TEST TONE ボタンを押して、接続したすべての 
スピーカーから個別にテスト I ンが出ているか確認してください。 

もう一度 TEST TONE ボタンを押すと、テスト I ンは止まります。 


■表示部にスピーカーの表示は出るが、テストトーンが出ない 

• 音の出ないスピーカーの接続が正しくない可能性があります。 

スピーカーコードの芯線部分が本機のスピーカー端子の金属部で固定されているか確認してください。 

ケーブルが折れ曲がったり損傷していないか確認してください。 

■テストトーンも出ず、表示部にも表示されない 
•スピーカーの設定が正しくない可能性があります。 

スピーカーの「有/無と大きさ」の設定を行ってください。 (46) 

■テスト!-ーンは出るが、音が出ない 
•再生するソースによっては音が出にくいスピーカーがあります。 

•サブウーファー音声要素 （ LFE ) の入っていないソフトを再生している場合は、サブウーファーから音が出ません。 


リスニングモードによっては音が出ないスピーカーがあります 
センタースピーカーからしか音が出ない 

• テレビなどのモノラル音源を再生するときに、リスニングモードをドルビープ□ロジック H またはドルビープロ□ジッ 
ク llx にすると、センタースピーカーに音が集中します。 

センタースピーカーやサラウンドスピーカーから音が出ない 

•リスニングモー ドが 「 Orphestra 」 のときは、 センタースピーカーから 音が出ません。 

•リスニング モー ドが 「 Stereo 」、「 Direct 」、「 Mono 」 のとき は、センタースピーカーや サラウンド スピーカーから 
音が出ません。 

サラウンドパックス ピーカーから 音が出ない 

•「Dolby Digital / DTS / AAC 」 の設定を 「 On 」 または 「 Auto 」 にしてください。 

サブウーファーから音が出ない 

•リスニングモードが 「 Direct 」 になっていると、サブウーファーから音が出ません。 
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困ったとぎは 


ドルビー デジタル 

希望する信号フォーマツトで聴くことができない （Dolby Digital , DTS や AAC のフォーマツトにならなし、) 


Dolby Digital 、 DTS や AAC の音声を聴くためには、デジタル接続が必要です。 

• デジタル入力端子の設定の確認を行ってください。初期設定と違う接続をした場合には、設定し直す必要があります。 

(30) 

•デジタル入カモードの設定の確認を行ってください。 「 DTS 」 や 「 PCM 」 に固定されていると、それ以外の音声を出 
力しません。 （51) 

• 接続した機器でのデジタル出力の設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては初期設定でデ 
ジタル出力が OFF になっていることがあります。 

ノイズが出る 


• オーディオ用ビンコードと電源コードなどを束ねると音質が劣化しますので避けてください。 

• 接続コードが影響を受けている可能性がありますので、接続コードの位置を動かしてみてください。 

多重音声の切り換えができない 


•本機では PCM 信号の多重音声は切り換えできません。再生機器側で切り換えを行ってください。特に、 DVD レコー 
ダーで録画した音声多重放送は、デジタル接続の場合、再生機器側で主音声 • 副音声を切り換えても、切り換わらない 
場合があります。この場合、本機とアナログ接続をし、本機の入力をアナログにしてから、 DVD レコーダー側で音声 
の切り換えを行ってください。 

多重音声が別々のスピーカーから出る 


•主音声と副音声の設定を確認してください。 （41) 

レイトナイト機能が働かない 

• 再生 ソース がドルビーデジタルか確認してください。ドルビーデジタル ソース の場合は、 aODIGITAL インジケーター 
が点灯します。 

マルチチヤンネル音声が出力されない 


•マルチチャンネル対応の DVD プレーヤーを使用しているか確認してください。 

DTS 信号について 


• DTS 信号を再生しているときは、本機の DTS インジケーターが点灯します。プレーヤー側での一時停止やスキップ操 
作時に発生するノイズを防ぐため、再生が終了しても DTS インジケーターが点灯したままになります。このため 、 DTS 
信号から急に PCM 信号に切り換わるタイプのソフトは、 PCM がすぐに再生されない場合があります。このときはプ 
レ_ヤ_側で再生を約3秒以上中断し、再び再生を行うと正常に再生されます。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしても正しく DTS 再生ができない場合があります。出力 
されている DTS データに何らかの処理（出カレベル調整、サンプリング周波数変換、周波数特性変換など）が行われ 
ていると、本機が正しい DTS データとみなすことができず、ノイズを発生することがあります。 

• DTS 対応ディスクを再生しているときにプレーヤー側でポーズやスキップなどの操作をすると、ごく短時間ノイズが 
発生する場合がありますが、これは故障ではありません。 

映像 

映像が出ない 


• TV など、モニター側での入力画面の切り換えを確認してください。 

•接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

• 接続した機器の映像出力端子と本機の接続に間違いがないか確認してください。 

•映像機器と本機を D 端子接続している場合は、本機とテレビも D 端子接続をしてください。 (19) 


FM 放送に関して 

放送に雑音が入る、サーというノイズが多い 

オートプリセツトで放送局が呼び出せない/ “FM ST ” 表示が完全に点灯しない 

•アンテナの接続をもう一度確認してください。 （16) 

• アンテナの位置を変えてみてください。 （34) 

• テレビやコンピューターから離してください。 

•近くに自動車が走っていたり飛行機が飛んでいると雑音が入ることがあります。 
• 電波がコンクリートの壁等で遮断されていると放送が受信しにくくなります。 

• FM モードをモノラルに変更してみてください。 (34) 

•それでも電波が悪い時は市販の屋外アンテナをお薦めします。 


停電になったり、電源プラグを抜いたときは 


• メモリーは通常2週間は保持されます。プリセツトチヤンネルが消えてしまった場合はプリセツトを再度行ってくださ 
い0 

















困ったとぎは 


リモコン 

リモコン操作ができない 

•電池の極性（十/一）が正しく入っているか確認してください。 （8) 

• 電池を2本とも新しいものと交換してみてください。リモコン電池が消耗していると、一部のボタンが働かない場合が 
あります。 （8) 

• リモコンと本体の間が離れすぎていないか、リモコンと本体のリモコン受光部の間に障害物がないかを確認してくださ 
い0 

• 本体のリモコン受光部に強い光（インバーター蛍光灯や直射日光）が当たっているとリモコン操作ができない場合があ 
ります。 

• オーディオラックのドアに色付きガラスが使用されていると正常に機能しない場合があります。 

• リモコンのモード切り換えが正しく選択されているか確認してください。 (12) 


オンキヨー製 DVD プレーヤーの操作ができない 


•オンキヨー製 DVD プレーヤーとケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• A I ケーブルを接続している場合、才ーデイオ用ビンコードも接続してください。 （ FH ケーブルだけでは正しく連動し 
ません） 

• リモコンのモード切り換えが正しく選択されているか確認してください。 （13、55) 

• オンキヨー製 DVD プレーヤーを操作するときは、リモコンを本機に向けて操作してください。 

他メーカー機器の操作ができない 


• 他機器との接続が正しいか確認してください。 

•もう一度リモコンコードを入力し直してください。複数のコードがある場合は、他のコードも試してください。 (54) 
•リモコンのモード切り換えが正しく選択されているか確認してください。 (13.55) 

•他メーカー機器を操作するときは、リモコンをそれぞれの機器に向けて操作してください。 

•製品によっては動作しない場合もあります。 

録音 

録音ができない 


• 録音機器側で、デジタルやアナログなどの録音入力切り換えが正しくできているか確認してください。 

その他 

へッドホンを接続すると音が変わる/表示が消える 


•「 Direct 」 以外のリスニングモードを選択している場合は、ヘッドホンを接続すると自動的に 「 Stereo 」 になります。 

(33) 

スピーカーの距離設定が希望通りにならない 


•設定する数値がホームシアターに適した数値に矯正されることがあります。 


メモリー保持について 

本機には、メモリー保持用の予備電源装置が内蔵されています。これは、お客様が行ったスピーカーの設定や音響効 
果に関する設定などを停電時などに保護するためのものです。本機の主電源を切った状態でメモリーが保持できるの 
は約2週間です。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますが、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作する場合があります。そのようなときは、電源プラグを抜いて、約5秒後にあらため 
て電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障により正常に録音 • 録画できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保証対象に 
なりません。大事な録音をするときは、あらかじめ正しく録音•録画できることを確認の上、録音•録画を行ってくだ 
さい0 


すべての内容をお買い上げ時の設定内容に戻すには 

電源を入れた状態で ◄ TUNING ポタンを押したまま STANDBY / ON ポタンを押してくださし、。 
表示部に 「 Clear 」 が表示され、スタンバイ状態になります。 
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主な仕様 


総合 


電源 • 電圧： AC 100 V - 50/60 HZ 
消費電力： 1 55 W 
待機時電力： 1 .0 W 

最大外形寸法： 435 ( 幅 ） x 81 .5 ( 高さ ） x 378 (奥行 ) mm 
質量： 6.5 kg 

•映像入力： 

□4:2 ( D 4 VIDEO INPUT 1/2) 

S : 3 ( DVD、VIDEO 1/2) 

コンポジット： 4 ( DVD、VIDEO 1/2) 

•映像出力： 

D4 :1 ( D 4 VIDEO MONITOR OUT ) 

S : 2 ( VIDEO 1 、 MONITOR OUT ) 

コンポジット： 2 ( VIDEO 1 、 MONITOR OUT ) 

争音声入力： 

デジタル： 3 (OPTICAL 3) 

アナログ： 6 ( AUX、VIDEO 1/2、 TV 、 DVD ) 

マルチ ch アナログ：1 

•音声出力： 

アナログ： 1 ( VIDEO 1 ) 

サブウーファープリ出力：1 
スピーカー 出力： 6 
へッドホン出力：1 

アンプ (音声）部 


定格出力： 

全てのチヤンネル （2 チヤンネル駆動時） 

55 W (60 J kHz 、 全高調波歪率 0.1 %以下、 2 ch 駆動時) 
50 W (8 a 20 Hz 〜 20 kHz 、 全•〇8%以下、 
2 ch 駆動時) 

実用最大出力： 

80 W (6 Q 、 JEITA ) 

全高調波歪率： 1.00% (1 kHz 定格出力時） 

ダンピングファクター ： 75 (フロント、 8 Q ) 

入力感度/インピーダンス： 

200 mV /47 kQ ( AUX ) 

出力電圧/インピーダンス： 

200 mV /470 Q (REC OUT ) 

周波数特性： 

1 0 Hz ~60 kHz /+ 1 .5 dB -3 dB ( AUX ) 

I -ーンコントロール最大変化量： 

+ 12 dB 、-12 dB 、 10〇 Hz ( Bass ) 

+ 12 dB 、-12 dB 、20 kHz ( Treble ) 

SN 比： 

lOOdB ( AUX 、 IHF - A ) 

スピーカー適応インピーダンス： 6 Q 〜16 Q 


映像部 


入力感度 • 出力電圧/インピーダンス： 

1 .0Vp-p/75Q 
0.7Vp-p/75Q (CR 、 CB) 

0.28 Vp-p/75Q (C) 

1.0Vp-p/75n ( コンポジット） 

コンポーネント映像周波数特性： 5 Hz ~50 MHz 

チューナー部 


受信範囲： 76 MHz 〜108.0 MHz 
受信感度： Stereo : 17.2 dBf 2 "V (75 Q IHF ) 
Mono : 11.2 dBf 1 a/V (75 Q IHF ) 
SN 比： Stereo : 67 dB ( IHF - A ) 

Mono : 70 dB ( IHF - A ) 

周波数特性： 30 Hz~l 5 kHz /+1 dB ' -1 dB 
ステレオセ パレーシヨ ン ： 45 d 巳 (1 kHz ) 


※仕様および外観は性能向上のため予告なく変更すること 
があります。 








用語集 


音声フオ ー マツト 


サラウンド ( Surround ) 

ドルビーデジタルや DSP の音声モードなどを用いた臨場感 
のある音の総称。 

ドルビーデジタル （Dolby Digital ) 

ドルビー社によって開発されたデジタルマルチチャンネル 
音声規格。モノラルから 5.1 チャンネルまでに対応していま 
す。プログラム間でセリフの平均レベルを一定に保つダイ 
ア□グノーマライゼーション、視聴環境の制約に対応して 
ダイナミックレンジを調整するダイナミックレンジ圧縮、 
スピーカーの数に合わせて出カチャンネル数を最適化する 
ダウンミックスなど数々の機能が採り入れられています。 
DVD - Video の標準音声、米国 DTV の標準音声として採用 
されています。 

ドルビーデジタル EX (Dolby Digital EX ) 

映画館の壁面に配置されるサラウンドチャンネルスピー 
力一、左右側面と背面の3つのセクション（左サラウンド、 
右サラウンド、バックサラウンド）に分割します。これに 
よりサラウンドの空間表現力、定位感が高められ、360度 
の回転や頭上を通過するような移動音効果をよりリアルに 
体感できます。バックサラウンドチャンネルは左サラウン 
ド、右サラウンドに振り分けることもできるため、通常の 
5.1 チャンネルとして、既存のドルビーデジタル環境で再生 
することが可能です。 

ドルビープ□ロジック II (Dolby Pro Logic II ) 

ドルビー社によって開発されたマトリックスタイプのサラ 
ウンドデコード技術。 PCM 96 kHz 以外のあらゆるステレ 
才音源を 5. 1チャンネルであるかのような立体音場で楽しむ 
ことができます。映画の再生に適した「ムービー」モー 
ド、音楽再生に適した「ミュージック」モード、ゲーム機 
などに適した「ゲーム」モードがあります。 

ドルビープ□ロジック llx (Dolby Pro Logic I lx ) 

ドルビープロロジック 11 をさらに改良したマトリックスデ 
コード技術。 PCM 96 kHz 以外のあらゆるステレオ音源を 
6.1 チャンネル再生するため、かってないほど自然でなめら 
かなサラウンド体験が得られます。映画の再生に適した 
「ムービー」モード、音楽再生に適した「ミュージック」 
モード、ゲーム機などに適した「ゲーム」モードがありま 
す。 

DTS デジタルサラウンド (DTS Digital Surround ) 

米国の DTS 社が開発したデジタルサラウンドフオーマッ 
卜。コヒレントアコースティックス符号化と呼ばれる算法 
を使用し、圧縮率は通常4:1程度と比較的低くなっていま 
す。映画館ではフィルムにプリントされたタイムコードに 
同期して CD - ROM に記録された音声が再生されます。 


DTS - ES エクステンデ ィッ ドサラウンド 
( DTS-ES Extended Surround ) 

従来の DTS 5.1 ch システムにセンターバックサラウンド 
( CS ) チャンネルを加えたもので、かつてない音像•定位 
感を再現します。 DTS - ES には 「 DTS - ES ディスクリー 
卜」と 「 DTS - ES マトリックス」の2種類があり、どちら 
も下位互換性を有しているため従来の DTS 5. 1 ch 対応機器 
での再生も可能です。 

DTS-ES ディスクリート ( DTS-ES Discrete ) 

5.1 チャンネル音声データに拡張データとしてセンターサラ 
ウンドチャンネル音声データを付加し、この方式に対応し 
た DTS デジタルサラウンドデコーダーによって完全に独立 
した 6.1 チャンネル音声を再生する DTS システム。 

DTS-ES マトリックス （ DTS-ES Matrix ) 

映画館における DTS - ES と同様に、あらかじめ左右サラウ 
ンドチャンネルにマトリ ッ クスエンコードされたセンター 
バック サラウンドチャンネルを、マトリ ッ クスデコーダー 
を使って復元して 6.1 チャンネルとする方式の DTS システ 
ム。マトリ ッ クスデコーダーとして Neo :6 に対応した機器 
を使用します。 

DTS 96/24 

DTS 96/24 フォー マッ トソースに記録された拡張用デー 
夕を使用して、 5.1 チャンネル再生する DTS システム。サ 
ンプリング周波数 96 kHz 、 量子化ビット数24ビットの高 
音質で、きめ細やかな音声を再現します。 

Neo :6 

DTS 社によって開発された、デジタル • アナログを含む全 
ての2チャンネルソースを6チャンネルサラウンドにするマ 
トリックスデコード技術。映画に適した「シネマ」モード 
と音楽に適した「ミュージック」モードが用意されていま 
す。また、 DTS - ES マトリックスのセンターサラウンド 
チャンネル信号の抽出にも使用されます。 

MPEG -2 AAC 

AAC(Advanced Audio Coding ) は、 AT & T 社、ドルビー 
社、フラウンホーファー • インスティテュート • フォ_ • 
インテグレーティド • サーキット （Fraunhofer IIS ) 、そ 
してソニー株式会社の4社の高品質マノレチチャンネ J レ音声符 
号化のための最先端技術を組み合わせたもので、 IS 〇と EC 
の共同管轄の下に、 MPEG -2 規格の一部として規格化され 
た音声圧縮符号化方式です。 

従来の MPEG 音声との後方互換性がないので、従来の 
MPEG 音声デコーダーでは再生できません。わが国のデジ 
タルテレビ音声方式として採用されています。 

PCM 

音声をデジタルデータに変換する方式の一つで、音楽 CD に 
採用されています。 PCM は Pulse Code Modulation の 
略。音を一定時間ごとに数値化（サンプリング）して記録 
し、デジタル信号化しています。音楽 CD では1秒間に 
441〇〇回の数値化（サンプリング周波数 44.1 kHz ) をし 
ています。 
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用語集 



アナログ 

一般的な再生機器に装備されている L/R (白/赤）音声出力 
端子からの音声を、アナログ音声と呼びます。 


デジタル 

デジタル端子は一般的に、 CD プレーヤー、 DVD プレー 
ヤーなどに装備されています。 

ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声を聴くときや 
デジタル録音するときは、デジタル端子と接続しておく必 
要があります。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
光ケーブルを使用して接続します。 

アナログよりも再生や録音がさらに高品位になります。接 
続する機器に OPTICAL 端子がある場合に使用できます。 
音質は同軸デジタルと同等です。 

サンプリング周波数 

アナログ信号をデジタル信号に変換する時の精度。 44.1 k 
Hz は1秒、間に44100回、96 k Hz は1秒、間に96000回ア 
ナ□グ信号を読みとってデジタルに変換します。 

ダイナミックレンジ 

信号を正しく変換する最大のレベルと、雑音等機器の性質 
で制限させる最小レベルの差。 

し FE (Low Frequency Effect ) 

ドルビーデジタルや DTS の低周波数効果音のこと。 

一般にディスクなどの信号に入っているとサブウーファー 
が効果的に働きます。 

5.1 ch サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカ ー1 つ、フロント 
スピーカ_2つ、横または後方に設置するサラウンドスピー 
力一2つで 5 ch (チヤンネル）、サブウーファーは他のス 
ピーカーよりも再生できる音域が10分の1のため、この6 
本のスピーカーを使って再生することを 5.1 ch サラウンド 
と言います。 

6.1 ch サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカ ー1 つ、フロント 
スピーカ_2つ、横または後方に設置するサラウンドスピー 
力一2つ、真後ろに設置するサラウンドバックスピーカ_1 
つで 6 ch (6 チヤンネル）、サブウーファーは他のスピー 
力一よりも再生できる音域が10分の1のため、この7本の 
スピーカーを使って再生することを 6.1 ch サラウンドと言 
います。 


映像 


コンポジット 

映像の入出力を行う標準的な信号。テレビやビデオデッキ 
には赤•白 • 黄の丸い端子が装備されていますが、その黄 
色端子が映像を意味します。コンポジット信号を入出力す 
るには黄色のビンコードを使用します。 

S ビデオ 

輝度信号 （ Y 信号）と色信号 （ C 信号）、同期信号などを複 
合した形で扱う信号。 

コンポジット信号より良い映像を楽しめます。接続には S 
ビデオコードを使用します。テレビに S 端子がある場合使 
えます。 

D 端子 

ケーブル1本で簡単にコンポーネント接続でき、より高品位 
な映像が楽しめます。テレビに D 端子がある場合使えます。 
D 1 〜 D 4 までの解像度のランクがあり、 D 4 がもっとも高 
画質です。画質は S ビデオより良く、コンポーネントと同レ 
ベルです。映像機器のアスぺクト比など、制御信号を送る 
ことがでぎます。 






修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、お調べく 
ださい。本機以外の原因も考えられます。ご使用の他の 
オーディオ製品もあわせてお調べください。それでもなお 
異常のあるときは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓口までお知らせく 
ださい。 

►お名前 
^お電話番号 
^ご住所 

►製品名 | TX - L 55 | 

I TX - L 55 V ] 


■オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご案 
内」をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のうえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓口へご相談ください。詳細は保証書をご覧くだ 
さい0 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相 
談ください。修理によって機能が維持できる場合はお客様 
のご要望により有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は' 製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるものです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過後でも、故障箇所によっては修理可 
能の場合がありますのでお買い上げ店、またはお近くの才 
ンキヨー修理窓口へご相談ください。 


I BASE - L 55( 本体部）| 
^できるだけ詳しい故障状況 
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メモ 
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ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

オン羊ヨ-觫式耷》 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 〒572-8540 

製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：カスタマーセンター 

ナビダイヤル 0570 (01)8 111(全国どこからでも市内通話料金で通話いただけます） G0405-1 

または 072(831)8111 (携帯電話、 PHS から） 

SN 29343746 

(C) Copyright 2004 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 

*29343746* 




| ONKYO | 

| HOMEPAGE | 
http://www.onkyo.com/jp/ 




































